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清流復活の碑

一宮神社
東京都薬用植物園

こもれびの足湯

森田オープン
ガーデン

YURAKU 
CHOCOLATE 
SHOP

日枝神社

竹内家の
大ケヤキ

朝鮮大学校

中央公園

津田塾大学

一橋大学

小金井桜樹碑

海岸寺

小平市役所

ムーちゃん広場

平安院

なかまちテラス

ルネこだいら
あじさい公園

ガスミュージアム

FC東京グランド

稲荷神社 泉蔵院

延命寺

たけのこ公園

宝寿院

鈴木稲荷神社

鈴木遺跡資料館回田氷川神社

文化学園大学

鈴木遺跡

小平ふるさと村 武蔵野神社

東部公園

円成院

嘉悦大学
小金井カントリー倶楽部

小金井カントリー倶楽部

小金井公園

江戸東京たてもの園

馬の背

熊野宮

一本榎

小平霊園

こだいら観光
まちづくり協会

小金井
（サクラ）
境界石

小川水衛所跡
平櫛田中
彫刻美術館

ふれあい下水道館
稲荷神社

創価学園白梅学園

武蔵野美術大学

小川寺

小川村開拓碑

小平神明宮

清流復活の碑

小川農園

ブリヂストン
イノベーション
ギャラリー

玉川上水駅

東大和
市駅

鷹
の
台
駅

小
川
駅

新
小
平
駅

一
橋
学
園
駅

青
梅
街
道
駅

八坂駅

萩山駅

小平駅

花小金井駅

国分寺駅

西国分寺駅

ほたる育
成の緑道

野火止用
水

狭山・境緑道

玉川上水

新堀用水

西
武
国
分
寺
線

西
武
多
摩
湖
線

東京街道

東たかの道

五日市街道

新
小
金
井
街
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小
金
井
街
道
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府
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街
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鎌
倉
街
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JR中央線

JR
武
蔵
野
線

たかの街道
青梅街道

都会から一番近い プチ田舎

6つのガイドエリア 小平「まち巡り」のガイドエリアは6つ。
それぞれに趣の異なった観光体験を満喫できます。

小平市は、東京都心から西に 26km、新宿から電車で 30 分ほどの
アクセスしやすい多摩地域にあります。

「小平グリーンロード」と呼ばれる３つの緑道に囲まれた
自然豊かなプチ田舎です。

鳥瞰図イラスト：泉雅史

グリーンロード
1  玉川上水・用水エリア
2  狭山・境緑道エリア
3  野火止用水エリア
青梅街道
4  新田エリア
5  小川エリア
小金井街道・新小金井街道
6  花小金井・小金井公園エリア

4
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6
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3



清流復活の碑

一宮神社
東京都薬用植物園

こもれびの足湯

森田オープン
ガーデン

YURAKU 
CHOCOLATE 
SHOP

日枝神社

竹内家の
大ケヤキ

朝鮮大学校

中央公園

津田塾大学

一橋大学

小金井桜樹碑

海岸寺

小平市役所

ムーちゃん広場

平安院

なかまちテラス

ルネこだいら
あじさい公園

ガスミュージアム

FC東京グランド

稲荷神社 泉蔵院

延命寺

たけのこ公園

宝寿院

鈴木稲荷神社

鈴木遺跡資料館回田氷川神社

文化学園大学

鈴木遺跡

小平ふるさと村 武蔵野神社

東部公園

円成院

嘉悦大学
小金井カントリー倶楽部

小金井カントリー倶楽部

小金井公園

江戸東京たてもの園

馬の背

熊野宮

一本榎

小平霊園

こだいら観光
まちづくり協会

小金井
（サクラ）
境界石

小川水衛所跡
平櫛田中
彫刻美術館

ふれあい下水道館
稲荷神社

創価学園白梅学園

武蔵野美術大学

小川寺

小川村開拓碑

小平神明宮

清流復活の碑

小川農園

ブリヂストン
イノベーション
ギャラリー

玉川上水駅

東大和
市駅

鷹
の
台
駅

小
川
駅

新
小
平
駅

一
橋
学
園
駅

青
梅
街
道
駅

八坂駅

萩山駅

小平駅

花小金井駅

国分寺駅

西国分寺駅

ほたる育
成の緑道

野火止用
水

狭山・境緑道

玉川上水

新堀用水

西
武
国
分
寺
線

西
武
多
摩
湖
線

東京街道

東たかの道

五日市街道

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

新青梅街道

西武新宿線

鈴木街道

立川通り
西武拝島線

府
中
街
道

鎌
倉
街
道

JR中央線

JR
武
蔵
野
線

たかの街道
青梅街道

都会から一番近い プチ田舎

6つのガイドエリア 小平「まち巡り」のガイドエリアは6つ。
それぞれに趣の異なった観光体験を満喫できます。

小平市は、東京都心から西に 26km、新宿から電車で 30 分ほどの
アクセスしやすい多摩地域にあります。

「小平グリーンロード」と呼ばれる３つの緑道に囲まれた
自然豊かなプチ田舎です。

鳥瞰図イラスト：泉雅史

グリーンロード
1  玉川上水・用水エリア
2  狭山・境緑道エリア
3  野火止用水エリア
青梅街道
4  新田エリア
5  小川エリア
小金井街道・新小金井街道
6  花小金井・小金井公園エリア

4

5

6
1

2

3



四
季
折
々
の
自
然
の
中
を

　
の
ん
び
り
お
散
歩
、

　
　
ゆ
っ
た
り
歴
史
探
訪
。

都
会
か
ら
一
番
近
い
プ
チ
田
舎
で

　
豊
か
な
時
間
を

　
　
　
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

ま
ち
を
囲
む
豊
か
な
自
然

五
感
で
楽
し
め
る
文
化

小
平
の
魅
力
と
い
え
ば
、
な
ん
と
言
っ
て
も
水
と
緑
。

「
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
」
は
、
玉
川
上
水
、
野
火
止

用
水
、
狭
山
・
境
緑
道
、
都
立
小
金
井
公
園
を
結
ぶ
、

小
平
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
約
21
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

緑
道
で
す
。
散
歩
し
た
り
、
親
水
エ
リ
ア
で
生
き
物

を
探
し
た
り
、
オ
ー
ナ
ー
こ
だ
わ
り
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
堪
能
す
る
な
ど
、
都
心
か
ら
少
し
離
れ
た
だ

け
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
自
然
と
親
し
め
ま
す
。

小
平
に
は
、
小
平
ふ
る
さ
と
村
、
ふ
れ
あ
い
下
水
道

館
、
多
摩
六
都
科
学
館
（
西
東
京
市
）
な
ど
の
公
営

施
設
、
ま
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や
東
京
ガ
ス
な
ど
の
企

業
か
ら
大
学
付
属
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
、
ユ
ニ
ー

ク
で
楽
し
い
文
化
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
四
季
折
々
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

長
い
歴
史
を
も
つ
小
平
の
糧
う
ど
ん
や
、
栽
培
発
祥

の
地
で
あ
る
小
平
名
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
、
五

感
が
喜
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

小平市民まつり

小平グリーンロード灯りまつり

ブルーベリー

ぶるべー
（小平市シンボルキャラクター）

玉川上水

狭山・境緑道

森田オープンガーデン

＊小平グリーンロード：
平成 16 年「美しい日本の歩きたくなる みち 500 選」に選定
平成 27 年「新日本歩く道紀行 100 選「水辺の道」に認定

水
が
育
ん
だ
歴
史
と
景
観

小
平
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
「
鈴
木
遺
跡
」
の

発
見
に
よ
り
、
か
つ
て
は
水
が
湧
き
出
し
て
い
た
時

代
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

は
「
逃
げ
水
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
水
が
乏
し
く
、

荒
れ
果
て
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
玉
川
上
水
や
野
火
止
用
水
が
で
き
、
そ
こ
か

ら
水
を
引
き
込
む
こ
と
で
、
人
び
と
が
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
変
遷
を
い
ま

に
伝
え
る
短
冊
状
の
農
地
や
用
水
、
寺
社
、
石
碑
な

ど
、
江
戸
時
代
に
な
さ
れ
た
新
田
開
発
の
史
跡
探
訪

が
魅
力
で
す
。

小川寺を流れる小川用水

ガスミュージアム小平ふるさと村

齋藤素巖・彫刻の小径
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［地図：地理院地図を加工して作成］5 4
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森田オープンガーデン 

玉川上水沿いの無料の足湯。衛生組合内にある地
下 250m の井戸から汲み上げた天然水を、ゴミ焼
却炉の余熱で温めています。

営業時間： 9 時 30 分〜 16 時 30 分（3月〜 9月）
 9 時 30 分〜 16 時 00 分（10 月〜 2 月）
休みの日： 毎週木曜日（祝日の場合は次の平日）
 12 月 29日から 1月 3日。焼却施設点検日。
入場料： 無料
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堀
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水
胎
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堀
流
出
口

M

小 平 には、ほ か にもたくさん の
オープンガーデンがあります。楽
しみ方や公開時期などは、ホーム
ページでご確認ください。

『小平グリーンロード＆オープンガーデンマップ』

森田さんのオープンガーデンでは、チューリッ
プやヒマワリ、クリスマスローズなど、四季
折々の草花が 楽しめます。4 月末から 5
月末にかけては庭一面にカモミールが咲
き誇り、庭を眺めながらティータイムを
満喫できます。
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柴山さんの庭は、大きな木々に
囲まれ、和と洋の組み合わせが
特 徴です。色とりどりの花々を
通年楽しめますが、3月中旬か
ら 4月にかけてがオススメです。

柴
山
さ
ん

C

浅 見 さん は 約 280 種 のバラを
育てています。バラの開花に合
わせた 5月に庭を公開していま
す。最盛期を迎えたゴールデン
ウィークごろがオススメです。

浅
見
さ
ん

F

佐久間さんの庭では、バラ、クレ
マチス、宿 根 草、種から育てた
一年草が咲き誇ります。公開の
時期は 5月の中旬から下旬ごろ。
敷地の外からお楽しみください。

佐
久
間
さ
ん

H

玉
川
上
水
沿
い
に
は
「
じ
ょ
う
す
い
こ
ば

し
」
や
「
う
さ
ぎ
は
し
」
な
ど
の
親
水
エ

リ
ア
、
ま
た
散
歩
の
途
中
で
気
軽
に
寄
れ

る
「
こ
も
れ
び
の
足
湯
」
な
ど
、
自
然
の

な
か
で
水
と
親
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
水
が
流
れ
る
様
子
を
眺

め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
贅
沢
な
時

間
が
過
ご
せ
ま
す
。

小
平
市
が
推
奨
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、

個
人
の
庭
を
一
般
公
開
す
る
市
民
活
動
で
す
。オ
ー

ナ
ー
が
丹
精
を
込
め
て
つ
く
っ
た
庭
や
花
壇
を
開

放
し
、
季
節
の
花
や
草
木
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
訪
れ
た
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
自
家
製
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
お
菓
子
を

販
売
す
る
お
宅
も
あ
り
、
個
性
豊
か
な
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
め
ぐ
り
が
楽
し
め
ま
す
。

うさぎはしの親水エリア

雑木林のなかにあるオープンテラス
カフェ。オリジナルのおいしいコー
ヒーやスイーツを提供しています。
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営業日： 月・火・木・金・第３土曜
営業時間： 10 時〜 16 時（4月〜 10 月）
 10 時〜 15 時（11月〜 3月）
 10 時〜 14 時 30 分（第３土曜日）
※日曜・祝日・雨天時は休業です

小平グリーンロード

＆

オープンガーデンマップ

Kodaira Green Road and Open garden Map

発行 ： 一般社団法人こだいら観光まちづくり協会

HP ： https://kodaira-tourism.com

TEL ： 042-312-3954

e-mail ： info@kodaira-tourism.com

主催こだいら観
光まちづく

り協会、

小平市、小
平市園芸組

合、

JA東京む
さし小平支

店

じ
ょ
う
す
い
こ
ば
し

M

緑道の階段を下りていくと、玉川上水の水際まで
近づき、清流に触れることができます。

う
さ
ぎ
は
し

E

気軽に水と遊ぶことができる子どもたちに人気の
スポット。小平市立中央公園の南側にあります。

［地図：地理院地図を加工して作成］
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新堀用水

小川用水
大沼田用水

野中用水

鈴木用水

関野用水

田無用
水

野火
止用
水

砂川用水

玉川上水

小島水車回し堀跡
直径 720cm、幅 84cmの大きな水車でした。現在は、堰

せき

跡、回し堀の築樋（「つきどい」

または「ちくひ」と読む）跡などが残っています。「回し堀」とは、本流の取水口から水
車まで土堤 (築樋 )を築き、取水口で水位を上げ、土堤の勾配を本流の勾配より
小さくして落差を得るタイプの水路のこと。排水方式は胎内掘り (ほっこ抜き )。

現
在
の
用
水

小川寺を流れる小川用水

あじさいの小径

取水口堰跡

小島水車回し築樋跡

久右衛門橋の船溜り（船着場）跡小川橋の船溜り（船着場）跡

現在の胎内堀出口部分（保全工事後）

船
ふなだま

溜り（船着場）想像図

小
島
水
車
回
し
堀
跡

G

船
溜
り（
船
着
場
）跡

D

新
堀
用
水
胎
内
堀
流
出
口

J

市
内
の
船
溜
り
は
、
小
川
橋
・
久
右
衛
門
橋
・
喜
平
橋
・
茜

屋
橋
・
小
金
井
橋
の
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
小
川
橋
と
久

右
衛
門
橋
に
は
、
今
で
も
船
溜
り
の
凹
み
が
確
認
で
き
ま
す
。

用
水
は
幅
が
狭
い
た
め
、
開
削
で
深
く
掘
る
よ
り

も
ト
ン
ネ
ル
の
方
が
、
費
用
・
労
力
・
危
険
性
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
途
中
約
60
カ
所

に
竪
穴
を
堀
り
、
作
業
の
出
入
り
と
土
の
出
し
口

と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。

「
小
島
水
車
」
は
、
１
８
７
４
年
に
小
川
弥
次
郎
兵
衛
が
新
堀
用
水
に
設
置
し
、

１
９
０
６
年
に
小
島
啓
助
が
買
い
受
け
、１
９
６
５
年
ご
ろ
ま
で
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。

「
逃
げ
水
の
里
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
水
に
乏
し
い
荒
野
だ
っ
た
小
平
。
当
時
、
江
戸
の
人
口

が
急
増
し
、
飲
料
水
不
足
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
６
５
３
年
に
町
人
の
庄
右
衛
門
・
清

右
衛
門
（
玉
川
兄
弟
）
が
玉
川
上
水
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
を
開
拓
し
た
人

び
と
は
、
用
水
を
掘
り
、
水
を
行
き
渡
ら
せ
、
各
家
や
農
地
で
活
用
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
用
水
は
、
現
在
、
親
水
エ
リ
ア
お
よ
び
緑
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
時
の

水
と
の
関
わ
り
が
残
る
場
所
と
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
７
６
４
年
に
、
小
川
弥
四（
次
）郎
に
よ
っ
て
小
川
村
で
最
初
の
水

車
が
用
水
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
農
作
物
は
、
主
に
小
麦
・

ひ
え
・
そ
ば
・
陸
稲
で
あ
っ
た
た
め
、
水
車
を
使
い
精
白
や
製
粉
を

し
て
い
ま
し
た
。

用
水
は
短
冊
状
の
各
農
地
を
横
断
す
る
よ
う
に
引
か

れ
ま
し
た
。
現
在
も
農
家
の
敷
地
を
縫
う
よ
う
に
流

れ
、
寺
や
神
社
の
境
内
ほ
か
、
道
路
脇
な
ど
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
拓
が
進
ん
だ
１
８
７
０
年
、
多
摩
の
物
産
を
江
戸
に
運
ぶ
た
め
に
玉
川
上
水
で

の
通
船
許
可
が
お
り
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
一
日
百
隻
も
の
船
が
行
き
交
い
、
羽

村
か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
に
32
カ
所
の
「
船ふ
な
だ
ま溜

り
」（
船
着
場
）
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
水
の
汚
濁
を
理
由
に
通
船
は
わ
ず
か
2
年
で
禁
止
さ
れ
、
船
溜
り
も

埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
胎
内
堀
」
は
、「
た
ぬ
き
堀
」「
ほ
っ
こ
ぬ
き
」
と
も
言
い
、
ト
ン
ネ
ル
型
の

地
下
水
路
の
こ
と
で
す
。
こ
の
辺
り
の
赤
土
は
、
水
分
を
含
む
と
粘
り
気
が

出
る
た
め
、
掘
っ
た
ま
ま
で
も
崩
れ
落
ち
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。
掘
り

初
め
や
掘
っ
た
土
を
地
上
に
運
び
出
す
た
め
の
竪
穴
が
必
要
で
、
約
60
カ
所

の
竪
穴
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
力
で
穀
物
を
挽
く
【
水
車
】

船
で
物
を
運
ぶ
【
船
溜
り
】

用
水
を
掘
る
【
胎た
い
な
い
ぼ
り

内
堀
】

玉
川
上
水
・
用
水

活
用
の
方
法
と
技
！

玉
川
上
水

新
堀
用
水
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。
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。
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、
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花小金井駅

小平駅

一
橋
学
園
駅

なかまちテラスムーちゃん広場

熊野宮

榎

平櫛田中彫刻美術館
鈴木遺跡

鈴木遺跡資料館

鈴木稲荷神社

宝寿院

平安院

小平市役所

小金井公園

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

鈴木街道

五日市街道

東たかの道

鈴木用水（北）

鈴木用水（南）

田無用水
小金井カントリー倶楽部

小金井桜樹碑

海岸寺

旧一橋大学駅前ロータリー

桜橋

喜平橋
茜屋橋

回田氷川神社

一本榎

こだいら観光まちづくり協会

稲荷神社稲荷神社 泉蔵院泉蔵院

延命寺延命寺
たけのこ公園たけのこ公園

武蔵野神社武蔵野神社

東部公園東部公園 円成院円成院

FC東京グランドFC東京グランド

ルネこだいらルネこだいら

めがね橋めがね橋

新青梅街道

東京街道

青梅街道

西武新宿線

狭山・境緑道

野中用水

窪んだ地形の敷地いっぱいにア
ジサイが植えられています。最盛
期の 6月にはあじさいまつりが開
催されます。公園内の池ではオタ
マジャクシが見つかることも。

あ
じ
さ
い
公
園

B 延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺延命寺

FC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランドFC東京グランド

小
平
ふ
る
さ
と
村  

P・22

大
沼
田
用
水

馬
の
背

A
B

齋
藤
素
巖
・
彫
刻
の
小
径  

P・12

あ
じ
さ
い
公
園

小
平
霊
園

大沼田用水

石神井川
上流端

馬の背

多くの政治家や著名な文化人が眠る、
静かで緑豊かな公営の霊園です。敷地
の半分は公園になっていて、ソメイヨシ
ノ、リギダマツなどの並木が有名です。

小
平
霊
園

C

C

ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

P・34

狭山・境緑道

石
神
井
川
上
流
端

平
櫛
田
中
は
、
長
年
住
み
暮
し
た
東
京
都
台
東
区
か
ら
小

平
市
に
転
居
し
、
１
９
７
９
年
に
１
０
７
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
の
約
10
年
間
を
小
平
で
過
ご
し
ま
し
た
。
１
０
０

歳
を
こ
え
て
か
ら
も
現
役
の
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し
続
け

「
六
十
七
十
は
は
な
た
れ
こ
ぞ
う　

お
と
こ
ざ
か
り
は
百
か

ら
百
か
ら
」「
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
。
わ
し
が
や
ら

ね
ば
た
れ
が
や
る
。」
な
ど
の
名
言
を
残
し
ま
し
た
。

岡 山県 生まれ。少年 期に
木 彫に興 味をもち、22
歳で木彫を志し大阪の
人形師・中谷省古（せ
いこ）に弟子入り。岡
倉天 心や西山 禾 山の
影響を受け、中国の故
事 などを 題 材 に 数々の
作品を発表した彫刻家です。

【平櫛田中（1872～1979）】

田
中
芸
術
の
特
徴
は
、
優
れ
た
写
実
力

と
深
い
精
神
性
、
彩
色
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
や
身
近
な
人
物
を

題
材
と
し
た
初
期
の
作
品
か
ら
は
、
作

者
の
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
臨
済
禅
の
西
山
禾か
さ
ん山
の
影
響
を
強

く
受
け
、
内
面
を
表
出
し
た
精
神
的
な

作
品
を
数
多
く
制
作
し
ま
し
た
。
ま

た
、
岡
倉
天
心
と
出
会
い
、
彫
刻
の

う
ち
に
「
理
想
」
を
表
現
す
る
と
い

う
田
中
芸
術
の
真
髄
を
体
得
し
ま
し

た
。
や
が
て
数
々
の
名
作「
烏う
ゆ
う有

先
生
」

「
転て
ん
し
ょ
う生

」
な
ど
、
個
性
的
な
作
品
が
誕

生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
田
中
芸
術
の
す

べ
て
を
結
集
し
、
20
年
余
り
の
歳
月
を

か
け
て
完
成
し
た
の
が
、
生
涯
の
大
作

「
鏡
獅
子
」
で
す
。

平
櫛
田
中
の
芸
術

開館時間：10時 00 分〜 16時 00 分（なるべく15時 30 分までに入館してください）
休館日： 火曜日（ただし、祝日の場合はその翌日）
入館料： 一般　300 円（20 名以上の団体　220 円）
 小・中学生　150 円（20 名以上の団体　110 円）

平櫛田中の作品を保存・展示している美術館。美術館には、
99 歳から晩年まで田中が過ごした自宅が残され一部は見学
もできます。国立能楽堂を建築した大江宏氏による設計・
建築で、美しく整えられた庭園を望む純和風建築となってい
ます。春と秋にはお茶会も催されています。

小
平
市
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

B

鏡獅子　
1937 年、歌舞伎座で 6 代目尾上
菊五郎の鏡獅子が上演されたと
き、田中は 25日間も通い続け観
察を重ねてポーズを決定しまし
た。幾多の苦心と曲折を経て 22
年をかけて完成した高さ 2m の
像 は、現在、国 立 劇 場正面 ホー
ルに展示されています（本作品は
58cm）。

小
平
の
彫
刻
家

平
櫛
田
中
（
ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う
）

多
摩
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
一
部
で
も
あ
る
狭
山
・
境
緑
道
は
、
桜
色
に
染
ま

る
春
は
言
わ
ず
も
が
な
、
新
緑
や
紅
葉
の
時
期
な
ど
四
季
を
通
じ
て
オ
ス
ス
メ
。
通

勤
や
通
学
な
ど
日
常
の
往
来
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
犬
と
の
散

歩
な
ど
余
暇
を
楽
し
む
人
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
東
の
方
で
は
、
石
神
井

川
の
上
に
水
道
道
路
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
た
め
に
築
い
た
土
手
が
、
馬
の
背
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
小
高
い
馬
の
背
か
ら
の
眺
め
は
、
季
節
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。

エリアMAP

狭
山
・
境
緑
道
エ
リ
ア

見
ど
こ
ろ
満
載
、
散
歩
に
お
す
す
め

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

［地図：地理院地図を加工して作成］

転生 (てんしょう )
「生ぬるい人 間を喰った
鬼が、あまりのまずさに
吐き出してしまう」という
田中が幼少の頃に聞いた、
故郷に伝わる話を思い出
してつくられました。
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さ
い
公
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小
平
ふ
る
さ
と
村  

P・22

大
沼
田
用
水

馬
の
背

A
B

齋
藤
素
巖
・
彫
刻
の
小
径  

P・12

あ
じ
さ
い
公
園

小
平
霊
園

大沼田用水

石神井川
上流端

馬の背

多くの政治家や著名な文化人が眠る、
静かで緑豊かな公営の霊園です。敷地
の半分は公園になっていて、ソメイヨシ
ノ、リギダマツなどの並木が有名です。

小
平
霊
園

C

C

ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

P・34

狭山・境緑道

石
神
井
川
上
流
端

平
櫛
田
中
は
、
長
年
住
み
暮
し
た
東
京
都
台
東
区
か
ら
小

平
市
に
転
居
し
、
１
９
７
９
年
に
１
０
７
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
の
約
10
年
間
を
小
平
で
過
ご
し
ま
し
た
。
１
０
０

歳
を
こ
え
て
か
ら
も
現
役
の
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し
続
け

「
六
十
七
十
は
は
な
た
れ
こ
ぞ
う　

お
と
こ
ざ
か
り
は
百
か

ら
百
か
ら
」「
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
。
わ
し
が
や
ら

ね
ば
た
れ
が
や
る
。」
な
ど
の
名
言
を
残
し
ま
し
た
。

岡 山県 生まれ。少年 期に
木 彫に興 味をもち、22
歳で木彫を志し大阪の
人形師・中谷省古（せ
いこ）に弟子入り。岡
倉天 心や西山 禾 山の
影響を受け、中国の故
事 などを 題 材 に 数々の
作品を発表した彫刻家です。

【平櫛田中（1872～1979）】

田
中
芸
術
の
特
徴
は
、
優
れ
た
写
実
力

と
深
い
精
神
性
、
彩
色
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
や
身
近
な
人
物
を

題
材
と
し
た
初
期
の
作
品
か
ら
は
、
作

者
の
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
臨
済
禅
の
西
山
禾か
さ
ん山
の
影
響
を
強

く
受
け
、
内
面
を
表
出
し
た
精
神
的
な

作
品
を
数
多
く
制
作
し
ま
し
た
。
ま

た
、
岡
倉
天
心
と
出
会
い
、
彫
刻
の

う
ち
に
「
理
想
」
を
表
現
す
る
と
い

う
田
中
芸
術
の
真
髄
を
体
得
し
ま
し

た
。
や
が
て
数
々
の
名
作「
烏う
ゆ
う有

先
生
」

「
転て
ん
し
ょ
う生

」
な
ど
、
個
性
的
な
作
品
が
誕

生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
田
中
芸
術
の
す

べ
て
を
結
集
し
、
20
年
余
り
の
歳
月
を

か
け
て
完
成
し
た
の
が
、
生
涯
の
大
作

「
鏡
獅
子
」
で
す
。

平
櫛
田
中
の
芸
術

開館時間：10時 00 分〜 16時 00 分（なるべく15時 30 分までに入館してください）
休館日： 火曜日（ただし、祝日の場合はその翌日）
入館料： 一般　300 円（20 名以上の団体　220 円）
 小・中学生　150 円（20 名以上の団体　110 円）
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ます。春と秋にはお茶会も催されています。

小
平
市
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

B

鏡獅子　
1937 年、歌舞伎座で 6 代目尾上
菊五郎の鏡獅子が上演されたと
き、田中は 25日間も通い続け観
察を重ねてポーズを決定しまし
た。幾多の苦心と曲折を経て 22
年をかけて完成した高さ 2m の
像 は、現在、国 立 劇 場正面 ホー
ルに展示されています（本作品は
58cm）。

小
平
の
彫
刻
家

平
櫛
田
中
（
ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う
）

多
摩
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
一
部
で
も
あ
る
狭
山
・
境
緑
道
は
、
桜
色
に
染
ま

る
春
は
言
わ
ず
も
が
な
、
新
緑
や
紅
葉
の
時
期
な
ど
四
季
を
通
じ
て
オ
ス
ス
メ
。
通

勤
や
通
学
な
ど
日
常
の
往
来
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
犬
と
の
散

歩
な
ど
余
暇
を
楽
し
む
人
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
東
の
方
で
は
、
石
神
井

川
の
上
に
水
道
道
路
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
た
め
に
築
い
た
土
手
が
、
馬
の
背
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
小
高
い
馬
の
背
か
ら
の
眺
め
は
、
季
節
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
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ど
こ
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満
載
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す
す
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グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
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小平駅 花小金井駅
旭の森公園

天神じゃぶじゃぶ公園あじさい公園

小平ふるさと村

小平グリーンロード
親水公園

たけのこ公園 東部公園

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

青梅
街道

小径には、かわいい作品もあれば、ユーモラスな
ポーズの作品もあります。あじさい公園にある「農
業」と「交通」は、日本橋の兜町株式取引所ビル
に設置された代表作「商業・農業・工業・交通」
の一部です。野外彫刻は触ってよいので、かたち
を味わいながら鑑賞を楽しんでみてはいかがで
しょうか。

「カバ」

東京都（市ヶ谷）生まれ。戦中・戦後
期にかけて活躍。数々の受賞を重ね
た日本近代を代 表する彫 刻家。「彫
刻と建築との融合」を目的として結成
した彫刻の在野団体「構造社」を設立
し、「彫刻の社会化」を目指したと言
われています。

【齋藤素巖（1889～1974）】

A  競技への招待

C  少女立像

E  ピエロ

D  農業 H  カバ

G  老人

I  遺失物

N  イノシシK  七十近し

O  仔牛

L  （題不詳）

B  交通

F  自然科学者 J  エゴイスト M  子供と仔鹿、海驢と子供人

P  カッパ

小
平
の
彫
刻
家

齋
藤
素
巖
︵
さ
い
と
う
そ
が
ん
︶

小
平
市
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る
素
巖
は
、
亡
く

な
る
ま
で
の
31
年
間
を
学
園
東
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ご

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
２
４
０
点
を
超
え
る
石
こ
う
原
型

は
小
平
市
が
保
存
し
、
鋳
造
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
を
市
内

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
16
基
17
作
品
は
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
小
平
駅
か
ら
花
小
金
井
駅
間
に
あ
る
「
齋

藤
素
巖
・
彫
刻
の
小
径
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
や
小
径
沿
い
の
公
園
は
桜
の
名

所
。
作
品
と
と
も
に
道
ゆ
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

齋
藤
素
巖
・
彫
刻
の
小
径

A

B D
天神じゃぶじゃぶ公園天神じゃぶじゃぶ公園天神じゃぶじゃぶ公園

F
C

E
天神じゃぶじゃぶ公園天神じゃぶじゃぶ公園天神じゃぶじゃぶ公園天神じゃぶじゃぶ公園

G H

青梅
街道

青梅
街道

I

L
J M N O

PK
A

たけのこ公園の作品「エゴイスト」
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八坂駅

萩山駅

東大
和市
駅

玉川上水駅

小
川
駅

鷹
の
台
駅

新
小
平
駅

青
梅
街
道
駅

武蔵野美術大学

白梅学園

ムーちゃん広場

百石橋
朝鮮大学校

平安院

小平市役所

府
中
街
道

たかの街道

小川用水（北）
鎌
倉
街
道

小川用水（南）

こだいら観光まちづくり協会
創価学園

第二富士見橋第二富士見橋

迷いの桜迷いの桜九道の辻公園九道の辻公園

富士見橋富士見橋

小川橋小川橋

新堀用水胎内堀流出口新堀用水胎内堀流出口

こもれびの足湯こもれびの足湯

一宮神社一宮神社
じょうすいこばしじょうすいこばし

清流復活の碑清流復活の碑
小平監視所小平監視所

彫刻
の谷
緑道

野火
止用
水

ほた
る育
成の
緑道

西武拝島線

西
武
国
分
寺
線

立川
通り

八坂 駅の南側に 7 差路がありま
す。かつては鎌倉街道や江戸街
道など、9 本の道が交わっていた
ことから「九道の辻」と呼ばれて
います。

九
道
の
辻

A

立川通りと並走す
る小川用水に沿っ
て整備された遊歩
道です。川べりに
は武蔵野美術大学
の学生たちによる
彫 刻 作 品 12 点 が
展示されています。

彫
刻
の
谷
緑
道

G東大
和市
駅

八坂駅

迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜迷いの桜

A

B

ほた
る育
成の
緑道

ほた
る育
成の
緑道

ほた
る育
成の
緑道

ほた
る育
成の
緑道

ほた
る育
成の
緑道E CD

東大
和市
駅 F

G

明
治
学
院
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
記
念
館

小
川
農
園

清
流
復
活
の
碑

ほ
た
る
育
成
の
緑
道

用
水
工
夫
像

野
火
止
緑
地

青
梅
橋

彫
刻
の
谷
緑
道

野火止用水

彫刻の谷緑道

小川農園

東京都薬用植物園
東
京
都

薬
用
植
物
園

P・35

野火止用水ができた 1655 年に、
青 梅 街 道 が 用 水を 横 断 で きる
よう橋が架けられました。東村
山浄水場の開設にともない、こ
のあたりの野火止用水は暗渠と
なったために橋はなくなり、青梅
橋という名前だけが残りました。
左図は江戸時代の青梅橋の状況
を表わした史料「御嶽菅笠」です。
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梅
橋

F

御嶽山道中記「御嶽菅笠」青梅橋図

青梅橋　庚申塔
昔から交 通の要衝であったこの
地には、庚申塔がたてられ、それ
を守るかのようにイチョウが植え
られ、大木に成長しました。右が
庚申塔、左は橋の名が 刻まれた
石欄干（親柱）です。
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ほたる育成の緑道は整備された遊
歩道です。ホタルが育成され、小魚
やザリガニ捕りなど子どもたちの
遊び場になっています。野火止用
水放流口あたりから先は、土に覆わ
れた「野火止緑地」となります。

ほ
た
る
育
成
の
緑
道

E

1655 年、野 火 止 用 水 は、用 水 工
夫らによって、約 24km を 40 日間
で堀り通させたと言われています。
この用水のおかげで、周辺の田畑
の開拓が 進み、米の取れ高は 10
倍にもなったそうです。

用
水
工
夫
像

C

明治 20 年代に建てられた洋館を、
1965 年に記念館として移転・改修
しました。もとは港区白金台の明
治学院構内で宣教師の住居として
使われていたそうです。
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野火止用水沿いに広がる雑木林に
は、クヌギ、エゴノキ、コナラ、イチョ
ウなどが生い茂り、四季折々の自然
が楽しめます。野鳥の声が心 地よ
い散歩道です。
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は
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24
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ネムノキ [合歓の木 ]
夏に刷毛状のピンクの花が
咲きます。夜になると葉を自
分で閉じる様子が、まるで眠
るようなので、この名が付き
ました。

冬

秋

夏

春

小
平
の
自
然
の
中
で
出
会
え
る

植
物
や
動
物
を
紹
介
。

冊
子
を
片
手
に

散
歩
に
出
か
け
よ
う
！

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の

 

自 

然

多くの実は秋になり、鳥に食べられますが、
残っている実は冬にも見ることができます。
葉が落ち見通しがよくなる冬は、残ってい
る実や鳥が見つけやすくなります。

写真：豊口信行　ノブドウ、カルガモ、アオスジアゲハのみ 棚橋早苗17 16

フデリンドウ [ 筆竜胆 ]　
名前の由来は、花の閉じた状
態が筆の穂 先に似ているか
ら。約５cmと小さい背丈です。

ウグイスカグラ [ 鶯神楽 ]
ウグイスがこの木の枝から枝
へ舞い飛 ぶ姿が神楽を舞っ
ているように見えるのが名前
の由来です。

エゴツルクビオトシブミ
のゆりかご
枝に吊り下がる「落とし文」。
エゴツルクビオトシブミは、
成虫になるまでこの中で育ち
ます。

アマナ [甘菜 ]
球根や葉が甘くて食べられる
からこの名前が付きました。

タチツボスミレ
[ 立坪菫 ]

シュンラン [春蘭 ]
アマナやカタクリなどととも
に、春の一瞬だけ姿を現わす
ことから「スプリング・エフェ
メラル（春の妖精）」と呼ばれ
ます。

ミミガタテンナンショウ
[ 耳形天南星 ]
筒状の花びらのように見える
仏炎苞（ぶつえんほう）のふ
ちが、耳たぶのように張り出
していることからこの名が付
きました。

コゲラ
小平市の鳥コゲラは、日本で一
番小さなキツツキ。「ギイー ギ
イー」と鳴き、コンコンコンと木
をつつく音が聞こえたら、コゲ
ラがいるかもしれません。

エゴノキ
果実をかじるとエグ味を感じ
ることが名の由来です。果皮
に毒性があり、果実をすりつぶ
して水に流す漁法もあります。

ヤマユリ [ 山百合 ]
大きな白い花からよい匂いが
漂います。球根は食用のユリ
根になります。

キツネノカミソリ
[ 狐の剃刀 ] ノカンゾウ [ 野萓草 ]

ネジバナ [ 捩花 ]　
その名のとおり、ねじり巻い
ていますが、右巻き、左巻き、
たまに巻いていないものもあ
るそうです。

アオスジアゲハ

ノブドウ [ 野葡萄 ]
青や赤紫のカラフルな実がお
いしそうですが、生食には向
きません。

マヤラン [ 摩耶蘭 ]
葉と根を持たず、光合成をし
ません。共生する菌から栄養
と水をもらって成長する絶滅
危惧種です。

カルガモ

名前が黒文字の生き物は
四季を通じて観察できます。

ヤブラン [ 藪蘭 ]
秋に花が咲き、その後に黒紫
色の実をたくさん付けます。

センニンソウ [ 仙人草 ]
秋に白い花が咲き（左）、その後葉が茶褐色
に変わります。果実に生える綿毛（右）を
仙人のヒゲに見立ててこの名が付けら
ました。

ゴマダラチョウの幼虫
秋から冬、幼虫はエノキの木
の根のあたりで落ち葉にくっ
ついて越冬します。

ノイバラ [ 野薔薇 ] クサギ [ 臭木 ]
葉を摘むと独特な匂いがする
ためこの名が付きました。秋
に熟す果実は、あさぎ色や濃
紺のものなどがあります。

ムラサキシキブ [ 紫式部 ]
ジョウビタキ

ダイサギ

マユミ [ 真弓 ]
木の質が緻密で粘りがあり、
古くは マユミの木 で弓をつ
くったことから「真弓」と呼ば
れるようになりました。

ハグロトンボ
「神様トンボ」とも呼ばれます。

ヤマガラ

エナガ
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小平の農園

ブドウ キウイ ウド ブルーベリー摘み取り農園（島村ブルーベリー園）　こだいらフォトコンテスト金賞ナシ

小平糧うどん
昔は水が乏しく田がほとんどなかった小平
では、お正月やお盆などに収穫した地粉で
手打うどんを打ち、畑で採れた野菜を茹で
たものを添えて食べる習慣がありました。
小平ふるさと村では、武蔵野手打うどん保
存普及会による、小平産の地粉を使った名物

「小平糧うどん」が食べられます。
毎週土曜・日曜日・祝日の昼食時
1日 50 食限定（1食 500 円）。

「
日
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
父
」

と
呼
ば
れ
る
岩
垣
駛は

や
お夫

博
士
が
、

日
本
で
は
じ
め
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
、
栽

培
に
情
熱
を
か
け
ま
し
た
。
実
家

が
農
家
だ
っ
た
教
え
子
の
島
村
速

雄
さ
ん
が
、
１
９
６
８
年
に
自
宅

農
園
で
農
産
物
と
し
て
栽
培
を
ス

タ
ー
ト
。
そ
れ
が
花
小
金
井
南
町

の
「
島
村
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」
で

す
。
花
小
金
井
駅
に
は
記
念
碑
が

立
て
ら
れ
、
い
ま
で
は
小
平
イ
チ

オ
シ
の
フ
ル
ー
ツ
に
な
り
ま
し
た
。

ブルーベリーは、初夏に花を咲かせ、夏に実
がなります。誰でも体験できる摘み取り農
園は、JA の HP でご確認ください。

こだいら直売所マップ

こだいら直売所マップ

新鮮採れたて
新鮮採れたて

『こだいら
直売所マップ』

JA 東京むさし
農園マップ

国
内
初
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
地

直売所（久保園）

農産物直売所
農園の小さな直売所から、JA 東京むさしが運営する地域最大級の
直売所「小平ファーマーズ・マーケット ムーちゃん広場」まで、市内に
は約 200 軒の直売所があります。毎朝採れたてを並べ、売れ残りは
その日のうちに回収するから新鮮！「採れたてのおいしさを届けたい」
と、出荷する農家さんやお客さんでいつも活気に溢れています。

小平の農産物
小平では約 60 種 類もの野菜が栽 培され、
都内有数のウドの生産地でもあります。果
物は主にナシ、ブルーベリー、ブドウのほか、
小平生まれのキウイフルーツ「東京ゴールド」
などが生産されています。

ムーちゃん広場

農
産
物

小
平
で
は
、
住
宅
街
の
隣
に
の
ど
か
な
農
園
が
広
が
り
、
都
市
農
業
の
利
点
で

あ
る
地
産
地
消
も
進
ん
で
い
ま
す
。
多
種
多
様
な
野
菜
や
果
物
が
栽
培
さ
れ
、
特

に
日
本
で
は
じ
め
て
栽
培
が
始
ま
っ
た
地
と
し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
有
名
で
す
。

身
近
に
農
地
が
あ
る
こ
と
で
、
農
産
物
直
売
所
で
は
新
鮮
な
野
菜
が
手
に
入
り

ま
す
。
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ゃ
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馬
継
ぎ
場
跡  

P・24
小
平
ふ
る
さ
と
村  

P・22熊
野
宮  

P・29

平
安
院  

P・29
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

小
平
市
役
所

小平ふるさと村

熊野宮

平安院

たけのこ公園

花小金井駅
北口花壇

文 字 庚 申（ 普 通 は
青面金剛）に三猿
が彫刻された珍し
い も の で、多 くの
寄進者の苗字が刻
まれ、当時 の百姓
が苗字を名乗って
いたことを示す貴
重な資料となって
います。

庚
申
塔

A

名主・當麻家の陣屋門は、「ち
ぶさ門」と呼ばれ、馬に乗っ
たまま通ることができるほ
どの高さがあり、代官屋敷
の門に匹敵するほどのめず
らしい史跡です。

陣
屋
門

B

小平に練習グラウンドがあ
る FC 東京の創設 20 周年を
記念して、FC 東京のチーム
マスコット「東 京ドロンパ」
と市のシンボルキャラクター

「ぶ る べー」が コラ ボ レ ー
ションしたモニュメントを
制作し設置しました。

ぶ
る
べ
ー
・
東
京
ド
ロ
ン
パ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

C

建 築 家・妹 島 和 世 氏 の 設
計 による公民 館と図 書 館
が備わった生涯学習施設。
陽 の 光 が 明るく差し込 む
施設内には、オシャレなカ
フェも併設されています。

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス

E

た
け
の
こ
公
園

JA 東京むさしが運営する農畜産物
の直売所です。小平で生産された
新鮮な野菜や果物などが並んでい
ます。

営業時間： 9 時 00 分〜 17 時 00 分
定休日： なし（3月・9月の最終平

日は休み、夏季休業、年
末年始は休業）

ム
ー
ち
ゃ
ん
広
場

F

コンサートや演劇などのイベントが行
われている、小平市の市民文化会館で
す。1,229人を収容できる大ホールをは
じめ、レセプションホールや会議室な
どが備えられています。

ル ネこだいらで、ひと際目立つ、
高さ 2.8m の日本一大きい丸ポス
ト。小平は全国でも有数の丸ポス
トが多い自治 体で、市内には 37
本の丸ポストが残っています。

ル
ネ
こ
だ
い
ら
・
日
本
一
丸
ポ
ス
ト

D

開拓当初の復元住居
小平ふるさと村にある、江戸時代初期の農民住居の建物。当時と同じ工
法や、材料を使って復元されました。

庚
申
塔

青
梅
街
道
は
、
青
梅
か
ら
江
戸
に
石
灰
な
ど
を
運
ぶ
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
道
で

す
。
小
平
を
通
る
青
梅
街
道
の
東
側
エ
リ
ア
は
、
小
川
村
（
市
西
部
）
の
開
拓
後
、

約
70
年
後
の
享
保
の
改
革
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
新
田
村
と
し
て
発
展
し
て
き

た
エ
リ
ア
で
す
。

新
田
エ
リ
ア

江
戸
の
村
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
街
道
を
行
く

青
梅
街
道

エリアMAP

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス

［地図：地理院地図を加工して作成］

陣
屋
門

小平駅
C

ル
ネ
こ
だ
い
ら
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る
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ー
・
東
京
ド
ロ
ン
パ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
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1949（昭和24）年当時の小平小川郵便局舎（上）
現在は旧小平小川郵便局舎として残る（下）

小
平
の
移
り
変
わ
り

街
道
と
橋

府中街道
上は 1949（昭和 24）年

小
平
今
昔

昔
の
く
ら
し
を
体
感

小
平
ふ
る
さ
と
村

A

旧神山家住宅主屋

水車小屋

来た人を出迎えるのは、赤茶色の屋根の「旧
小平小川郵便局舎」。1908 年に建てられ、国
内に現存する郵便局舎の中でも、古いものの
1つ。また昭和初期には電話交換業務も行っ
ていました。園内には、ほかに「旧小川家住
宅玄関棟」、江戸時代後期の「旧神山家住宅
主屋」「旧鈴木家住宅穀櫃」などが展示され
ています。

小
平
ふ
る
さ
と
村
は
、
江
戸
初
期
か

ら
中
期
、
江
戸
後
期
、
明
治
以
降

と
、
時
代
を
追
っ
て
３
つ
の
ゾ
ー
ン

を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
中
行
事
の
再
現
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
、企
画
展
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昔
の
建
物
や
暮
ら
し
を

体
感
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
！

青梅街道（成木街道）

五日市街道（伊奈道）

小川橋 
上は 1920（大正 9）年

名主の小川家前に出荷する大根
が並べられています。

車が通る街道ですが、子ども
たちの遊び場でもありました。

1603 年に江 戸幕府が 開かれると、江
戸城の築城工事が進み、城壁に使用す
る漆喰（しっくい）の原料となる石灰を
青梅の山から運ぶためにつくられた道
が「青梅街道」です。石灰は馬で運ばれ、
街道には馬継ぎ場もありました。
右上は、テルメ小川付近。
いずれも 1949 年撮影。

右は 1949 年の喜平橋付近。「五日市街道」は、五日市の近くの伊奈に石工が多
く住んでいて江戸城の築城に関わったために開かれた道でした。五日市の木炭
や周辺の村の農産物を江戸に運ぶ道でもありました。

久右衛門橋 
上は 1932（昭和 7）年

開園時間：
午前10 時00分〜
午後 4 時00分
休園日：
●月曜日及び第 3火曜日

（祝・祭日に当たるとき
は、翌日）●祝・祭日の
翌日（土・日曜日に当た
るときは、開園）●年末
年始（12 月 27 日〜翌年
1月 5日まで）
入場料：無料

このページに掲載しているモノクロ写真
は、「こだいらデジタルアーカイブ」の「郷
土写真－飯山達雄氏撮影写真」に保存さ
れている資料です。アーカイブでは、『小
平市史』および小平市に関する写真資料、
平櫛田中彫刻作品 3D などをデジタル化
して公開しています。学習や調査・研究
に活用が可能です。

施設の情報

写真資料について

こだいら
デジタルアーカイブ
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主屋」「旧鈴木家住宅穀櫃」などが展示され
ています。

小
平
ふ
る
さ
と
村
は
、
江
戸
初
期
か

ら
中
期
、
江
戸
後
期
、
明
治
以
降

と
、
時
代
を
追
っ
て
３
つ
の
ゾ
ー
ン

を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
中
行
事
の
再
現
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
、企
画
展
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昔
の
建
物
や
暮
ら
し
を

体
感
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
！

青梅街道（成木街道）

五日市街道（伊奈道）

小川橋 
上は 1920（大正 9）年

名主の小川家前に出荷する大根
が並べられています。

車が通る街道ですが、子ども
たちの遊び場でもありました。

1603 年に江 戸幕府が 開かれると、江
戸城の築城工事が進み、城壁に使用す
る漆喰（しっくい）の原料となる石灰を
青梅の山から運ぶためにつくられた道
が「青梅街道」です。石灰は馬で運ばれ、
街道には馬継ぎ場もありました。
右上は、テルメ小川付近。
いずれも 1949 年撮影。

右は 1949 年の喜平橋付近。「五日市街道」は、五日市の近くの伊奈に石工が多
く住んでいて江戸城の築城に関わったために開かれた道でした。五日市の木炭
や周辺の村の農産物を江戸に運ぶ道でもありました。

久右衛門橋 
上は 1932（昭和 7）年

開園時間：
午前10 時00分〜
午後 4 時00分
休園日：
●月曜日及び第 3火曜日

（祝・祭日に当たるとき
は、翌日）●祝・祭日の
翌日（土・日曜日に当た
るときは、開園）●年末
年始（12 月 27 日〜翌年
1月 5日まで）
入場料：無料

このページに掲載しているモノクロ写真
は、「こだいらデジタルアーカイブ」の「郷
土写真－飯山達雄氏撮影写真」に保存さ
れている資料です。アーカイブでは、『小
平市史』および小平市に関する写真資料、
平櫛田中彫刻作品 3D などをデジタル化
して公開しています。学習や調査・研究
に活用が可能です。

施設の情報

写真資料について

こだいら
デジタルアーカイブ
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小野さんの高垣 竹内家の大ケヤキ 小平神明宮のイチョウ

チョコレート「ブラックサンダー」が有名な
有楽製菓の直営店 「YURAKU CHOCOLATE 
SHOP」では、限定商品も販売されています。
営業時間：9:00 〜 17:00
定休日：年末年始、お盆期間 

有
楽
製
菓

C

たから道

小平神明宮

垣根

家屋敷
用水路

竹やぶ

たから道

畑

雑木林

小川寺

日枝神社

小川用水

江戸時代、青梅街道の箱根ヶ崎〜田無間（約 20km）の
ほぼ中間のこの地に、馬を乗り換えるための馬継ぎ場
ができました。府中街道交差点から平安院までの間の
道幅が広くなっているのはその跡です。

馬
継
ぎ
場
跡

A
こ こ は、小 川
村 で 最 初 に寺
子屋 が で きた
場 所 で す。 立
川 家 三代 に わ
た って 継 承 さ
れました。

寺
子
屋
公
園

B

小
平
神
明
宮
の
イ
チ
ョ
ウ

小川村の短冊型地割図
延宝 2（1674）年頃
短冊状に区割りされた土地
が青梅街道をはさんで対称
に並んでいることがわかり
ます。
［出典：こだいらデジタルアーカイブ］

小平の名木
市内には、樹齢 350 年以
上といわれる市の天然記
念物「竹内家の大ケヤキ」
を はじ め、市 政 50 周 年
を記念して選定された「こ
だいら名木百選」などの
立派な樹木がたくさんあ
ります。

小平の家の敷地には、街道沿いの垣根と家屋敷が並び、風よけにケヤキ
やカシが植えられました。その後ろには、生活に使う飲み水や野菜を洗う
用水路、竹やぶ、そして「たから道」を挟んだ先には畑が続き、雑木林の奥
には玉川上水や野火止用水が流れていました。雑木林の落ち葉を堆肥に
したり、枝はかまどやお風呂の薪にしたり、カゴなどの道具に竹を使った
り、江戸時代では、このような自然を活かした暮らしを営んでいました。

短冊状の南北に細長い農地を串刺し
状に東西に横切る細い道が「たから
道」です。青梅街道まで行かなくても、
細長い農地を効率よく横切ることが
できます。現在、市内には 3 〜 4カ
所が残っています。

江
戸
時
代
、
水
が
な
く
荒
涼
と
し
て
い
た
こ
の
地
に
、
玉
川
上
水
と
野
火
止
用

水
が
開
通
し
、
そ
こ
か
ら
用
水
を
引
く
こ
と
で
人
び
と
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
西
エ
リ
ア
は
、小
平
開
拓
の
出
発
の
地
で
す
。
開
村
当
時
は「
小

川
新
田
」
と
呼
び
、
そ
の
後
「
小
川
村
」
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
村

が
で
き
て
い
っ
た
名
残
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エリアMAP

小
平
が
生
ま
れ
た
場
所
、旧
小
川
村
を
訪
ね
る

［地図：地理院地図を加工して作成］

小
川
エ
リ
ア

青
梅
街
道

『こだいら
名木百選』

25 24



東大
和市
駅

小
川
駅

萩山駅

八坂駅

ほた
る育
成の
緑道 小川農園

野火
止用
水

新堀用水胎内堀流出口

清流復活の碑

富士見橋

第二富士見橋

九道の辻

ブリヂストン
イノベーション
ギャラリー

新堀用水

小川用水（南）

小川用水（北）

西武拝島線

東京都薬用植物園東京都薬用植物園

小川橋小川橋

青
梅
街
道
駅

新
小
平
駅

たかの街道

府
中
街
道

鎌
倉
街
道

彫刻
の谷
緑道

たから道

たから道

AB

C

小
川
寺  

P・28

竹
内
家
の
大
ケ
ヤ
キ

小
野
さ
ん
の
高
垣

馬
継
ぎ
場
跡

寺
子
屋
公
園

有
楽
製
菓

小
平
神
明
宮  

P・27

日
枝
神
社  

P・27

小野さんの高垣 竹内家の大ケヤキ 小平神明宮のイチョウ

チョコレート「ブラックサンダー」が有名な
有楽製菓の直営店 「YURAKU CHOCOLATE 
SHOP」では、限定商品も販売されています。
営業時間：9:00 〜 17:00
定休日：年末年始、お盆期間 

有
楽
製
菓

C

たから道

小平神明宮

垣根

家屋敷
用水路

竹やぶ

たから道

畑

雑木林

小川寺

日枝神社

小川用水

江戸時代、青梅街道の箱根ヶ崎〜田無間（約 20km）の
ほぼ中間のこの地に、馬を乗り換えるための馬継ぎ場
ができました。府中街道交差点から平安院までの間の
道幅が広くなっているのはその跡です。

馬
継
ぎ
場
跡

A
こ こ は、小 川
村 で 最 初 に寺
子屋 が で きた
場 所 で す。 立
川 家 三代 に わ
た って 継 承 さ
れました。

寺
子
屋
公
園

B

小
平
神
明
宮
の
イ
チ
ョ
ウ

小川村の短冊型地割図
延宝 2（1674）年頃
短冊状に区割りされた土地
が青梅街道をはさんで対称
に並んでいることがわかり
ます。
［出典：こだいらデジタルアーカイブ］

小平の名木
市内には、樹齢 350 年以
上といわれる市の天然記
念物「竹内家の大ケヤキ」
を はじ め、市 政 50 周 年
を記念して選定された「こ
だいら名木百選」などの
立派な樹木がたくさんあ
ります。

小平の家の敷地には、街道沿いの垣根と家屋敷が並び、風よけにケヤキ
やカシが植えられました。その後ろには、生活に使う飲み水や野菜を洗う
用水路、竹やぶ、そして「たから道」を挟んだ先には畑が続き、雑木林の奥
には玉川上水や野火止用水が流れていました。雑木林の落ち葉を堆肥に
したり、枝はかまどやお風呂の薪にしたり、カゴなどの道具に竹を使った
り、江戸時代では、このような自然を活かした暮らしを営んでいました。

短冊状の南北に細長い農地を串刺し
状に東西に横切る細い道が「たから
道」です。青梅街道まで行かなくても、
細長い農地を効率よく横切ることが
できます。現在、市内には 3 〜 4カ
所が残っています。

江
戸
時
代
、
水
が
な
く
荒
涼
と
し
て
い
た
こ
の
地
に
、
玉
川
上
水
と
野
火
止
用

水
が
開
通
し
、
そ
こ
か
ら
用
水
を
引
く
こ
と
で
人
び
と
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
西
エ
リ
ア
は
、小
平
開
拓
の
出
発
の
地
で
す
。
開
村
当
時
は「
小

川
新
田
」
と
呼
び
、
そ
の
後
「
小
川
村
」
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
村

が
で
き
て
い
っ
た
名
残
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エリアMAP

小
平
が
生
ま
れ
た
場
所
、旧
小
川
村
を
訪
ね
る

［地図：地理院地図を加工して作成］

小
川
エ
リ
ア

青
梅
街
道

『こだいら
名木百選』

25 24



小
平
の
ま
ち
を
地
図
で
見
て
み
る
と
、

江
戸
時
代
の
新
田
開
発
当
時
の
村
の

か
た
ち
が
、
い
ま
も
残
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
所
ど
こ
ろ

に
あ
る
寺
社
は
、
村
の
成
り
立
ち
に

と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

小
平
が
生
ま
れ
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
、
村
と
寺
社
と
開
発
に
尽
力
し
た

人
物
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一ノ宮神社
野火止用水開通の年に建立。
経緯は本文参照。

日枝神社（山王社）　
江 戸の神社権 威（麹町の山王日枝神
社）とのつながりがあります。山王社
の山口大和守求馬が九郎兵衛と協力
して村の鎮守として建立。神主は山口
家。当初は現在の地より 100m ほど
西にありました。

小川村

一
ノ
宮
神
社
と
野
火
止
用
水

玉
川
上
水
完
成
ま
も
な
い
頃
、「
水み
ず
く
ら
い
ど

喰
土
」
と
よ
ば

れ
た
関
東
ロ
ー
ム
層
の
た
め
に
、
野
火
止
用
水
に
水

が
な
か
な
か
流
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
川
村
開
拓
者

の
ひ
と
り
宮
﨑
主し
ゅ
め馬
が
ほ
こ
ら
を
建
て
て
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
大
雨
が
降
り
出
し
一
夜
に
し
て
用
水
が
流

れ
た
こ
と
か
ら
、
一
ノ
宮
神
社
の
社
号
を
賜
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
ノ
宮
神
社
は
、
野
火
止
用
水

開
通
の
１
６
５
５
年
に
建
立
さ
れ
、
小
平
で
最
初
に

建
て
ら
れ
た
神
社
で
す
。

村
の
鎮
守
︑
山
王
社
と
神
明
宮

山さ
ん
の
う
し
ゃ

王
社
（
現
・
日ひ

え枝
神じ
ん
じ
ゃ社
）
は
、
江
戸
の
神
社
権
威

の
ひ
と
つ
、
麹こ
う
じ
ま
ち町の
山
王
社
と
つ
な
が
り
の
あ
る
神

社
で
す
。
ま
た
小
平
神し
ん
め
い
ぐ
う

明
宮
は
、
小
川
村
の
総
鎮
守
、

移
り
住
む
人
び
と
の
守
護
神
と
し
て
総
農
民
の
協
力

を
得
て
建
て
ら
れ
、
京
都
の
神
社
権
威
の
吉
田
家

と
つ
な
が
り
の
あ
る
宮
﨑
家
が
神
主
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
神
主
は
さ
ま
ざ
ま
な
村
の
人
が
な
る
こ
と
が

多
く
世
襲
が
一
般
的
で
し
た
。
小
川
用
水
は
山
王
社

付
近
で
分
水
し
、
北
堀
は
神
明
宮
を
、
南
堀
は
小
川

寺
を
通
っ
て
集
落
へ
流
れ
て
い
ま
し
た
。

神
社
と
村

（開発当時の村名は「小川新田」）

こうしてできた

七つの村
小
平
開
拓
の
祖
︑
小
川
九
郎
兵
衛

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
、
漆し
っ
く
い喰

の
原
料
で
あ
る
石
灰

輸
送
の
往
来
が
増
え
る
青
梅
街
道
。
箱
根
ヶ
崎
か

ら
田
無
ま
で
の
５
里
（
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
間
に

宿
場
町
が
な
か
っ
た
当
時
、「
逃
げ
水
の
里
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
水
が
な
く
荒
野
だ
っ
た
小
平
あ
た
り

は
、
行
き
倒
れ
て
死
ぬ
者
が
い
る
ほ
ど
往
来
す
る
人

馬
に
と
っ
て
最
大
の
難
所
で
し
た
。
玉
川
上
水
と
野

火
止
用
水
が
で
き
る
こ
と
を
見
込
み
、
不
住
の
土
地

で
あ
っ
た
こ
の
地
に
伝
馬
の
中
継
宿
を
つ
く
り
、
新

田
を
開
発
し
て
、
小
平
の
基
礎
と
な
る
小
川
村
を
つ

く
っ
た
の
が
武
蔵
村
山
岸
村
の
有
力
者
・
小
川
九
郎

兵
衛
で
し
た
。

小
平
黎
明
期

小川村開祖碑

小平神明宮
村の開拓にあたり、九郎兵衛が自身の出身地である岸村の神明ヶ丘の山頂に鎮座
する産土神【西多摩郡殿ヶ谷村（いまの瑞穂町）鎮座の延喜式内社（平安時代以前か
らの古社）阿

アズサミノアマツカミノヤシロ

豆佐味天神社の摂社】を分祠遷座しました。1661年頃、九郎兵衛が
宮崎主馬と名主、総農民の協力を得て建立し、郷土の守護神（神明さま）として祀っ
たものです。当初は 375m ほど離れた野火止用水ぎわにありましたが、1681年頃、
村人が参拝しやすいように現在の地へ移されました。

小川九郎兵衛（おがわ くろべえ）
（1622 年 - 1669 年）
小川九郎兵衛は武蔵村山の岸村
の有力者。祖先は後北条氏の家
臣で、後北条氏滅亡後、村山郷に
土着した郷士です。
現在でいう起業家のような人。
開発願申請当時 34 歳。

̶
 

水
が
な
く
荒
涼
と
し
た
こ
の
地
に
、

玉
川
上
水
、
野
火
止
用
水
が
で
き
た
あ
か
つ
き
に
は
、

み
な
が
住
め
る
村
を
つ
く
ろ
う
ぞ
！

名な
ぬ
し主
・
小
川
九く

ろ

べ

え

郎
兵
衛

鎮
守
の
神
を
ま
つ
る

九郎兵衛の服装について
九郎兵衛は名主でしたが、武士と同じように帯刀を
許されていたと伝わっています。服装は、自然が豊か
な小平をイメージし緑を基調色にしました。小平の
開祖なので、市の木（ケヤキ）、花（ツツジ）、鳥（コゲ
ラ）から色を抽出して使用しています。髪にはコゲラ
の羽を2 枚飾りました。

人物の姿について
人物の姿はイメージです。小平の歴史を知ってもらう
ため、開拓に携わった人物をキャラクター化しました。
作画の際には、各種の資料を参考にしていますが、顔
はもちろん、髪型や帯刀、服装、年齢など正確なもの
ではありません。この絵をきっかけに想像を膨らま
せていただけたら幸いです。

イラスト：ワカめかり
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小
平
の
ま
ち
を
地
図
で
見
て
み
る
と
、

江
戸
時
代
の
新
田
開
発
当
時
の
村
の

か
た
ち
が
、
い
ま
も
残
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
所
ど
こ
ろ

に
あ
る
寺
社
は
、
村
の
成
り
立
ち
に

と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

小
平
が
生
ま
れ
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
、
村
と
寺
社
と
開
発
に
尽
力
し
た

人
物
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一ノ宮神社
野火止用水開通の年に建立。
経緯は本文参照。

日枝神社（山王社）　
江 戸の神社権 威（麹町の山王日枝神
社）とのつながりがあります。山王社
の山口大和守求馬が九郎兵衛と協力
して村の鎮守として建立。神主は山口
家。当初は現在の地より 100m ほど
西にありました。

小川村

一
ノ
宮
神
社
と
野
火
止
用
水

玉
川
上
水
完
成
ま
も
な
い
頃
、「
水み
ず
く
ら
い
ど

喰
土
」
と
よ
ば

れ
た
関
東
ロ
ー
ム
層
の
た
め
に
、
野
火
止
用
水
に
水

が
な
か
な
か
流
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
川
村
開
拓
者

の
ひ
と
り
宮
﨑
主し
ゅ
め馬
が
ほ
こ
ら
を
建
て
て
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
大
雨
が
降
り
出
し
一
夜
に
し
て
用
水
が
流

れ
た
こ
と
か
ら
、
一
ノ
宮
神
社
の
社
号
を
賜
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
ノ
宮
神
社
は
、
野
火
止
用
水

開
通
の
１
６
５
５
年
に
建
立
さ
れ
、
小
平
で
最
初
に

建
て
ら
れ
た
神
社
で
す
。

村
の
鎮
守
︑
山
王
社
と
神
明
宮

山さ
ん
の
う
し
ゃ

王
社
（
現
・
日ひ

え枝
神じ
ん
じ
ゃ社
）
は
、
江
戸
の
神
社
権
威

の
ひ
と
つ
、
麹こ
う
じ
ま
ち町の
山
王
社
と
つ
な
が
り
の
あ
る
神

社
で
す
。
ま
た
小
平
神し
ん
め
い
ぐ
う

明
宮
は
、
小
川
村
の
総
鎮
守
、

移
り
住
む
人
び
と
の
守
護
神
と
し
て
総
農
民
の
協
力

を
得
て
建
て
ら
れ
、
京
都
の
神
社
権
威
の
吉
田
家

と
つ
な
が
り
の
あ
る
宮
﨑
家
が
神
主
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
神
主
は
さ
ま
ざ
ま
な
村
の
人
が
な
る
こ
と
が

多
く
世
襲
が
一
般
的
で
し
た
。
小
川
用
水
は
山
王
社

付
近
で
分
水
し
、
北
堀
は
神
明
宮
を
、
南
堀
は
小
川

寺
を
通
っ
て
集
落
へ
流
れ
て
い
ま
し
た
。

神
社
と
村

（開発当時の村名は「小川新田」）

こうしてできた

七つの村
小
平
開
拓
の
祖
︑
小
川
九
郎
兵
衛

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
、
漆し
っ
く
い喰

の
原
料
で
あ
る
石
灰

輸
送
の
往
来
が
増
え
る
青
梅
街
道
。
箱
根
ヶ
崎
か

ら
田
無
ま
で
の
５
里
（
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
間
に

宿
場
町
が
な
か
っ
た
当
時
、「
逃
げ
水
の
里
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
水
が
な
く
荒
野
だ
っ
た
小
平
あ
た
り

は
、
行
き
倒
れ
て
死
ぬ
者
が
い
る
ほ
ど
往
来
す
る
人

馬
に
と
っ
て
最
大
の
難
所
で
し
た
。
玉
川
上
水
と
野

火
止
用
水
が
で
き
る
こ
と
を
見
込
み
、
不
住
の
土
地

で
あ
っ
た
こ
の
地
に
伝
馬
の
中
継
宿
を
つ
く
り
、
新

田
を
開
発
し
て
、
小
平
の
基
礎
と
な
る
小
川
村
を
つ

く
っ
た
の
が
武
蔵
村
山
岸
村
の
有
力
者
・
小
川
九
郎

兵
衛
で
し
た
。

小
平
黎
明
期

小川村開祖碑

小平神明宮
村の開拓にあたり、九郎兵衛が自身の出身地である岸村の神明ヶ丘の山頂に鎮座
する産土神【西多摩郡殿ヶ谷村（いまの瑞穂町）鎮座の延喜式内社（平安時代以前か
らの古社）阿

アズサミノアマツカミノヤシロ

豆佐味天神社の摂社】を分祠遷座しました。1661年頃、九郎兵衛が
宮崎主馬と名主、総農民の協力を得て建立し、郷土の守護神（神明さま）として祀っ
たものです。当初は 375m ほど離れた野火止用水ぎわにありましたが、1681年頃、
村人が参拝しやすいように現在の地へ移されました。

小川九郎兵衛（おがわ くろべえ）
（1622 年 - 1669 年）
小川九郎兵衛は武蔵村山の岸村
の有力者。祖先は後北条氏の家
臣で、後北条氏滅亡後、村山郷に
土着した郷士です。
現在でいう起業家のような人。
開発願申請当時 34 歳。

̶
 

水
が
な
く
荒
涼
と
し
た
こ
の
地
に
、

玉
川
上
水
、
野
火
止
用
水
が
で
き
た
あ
か
つ
き
に
は
、

み
な
が
住
め
る
村
を
つ
く
ろ
う
ぞ
！

名な
ぬ
し主
・
小
川
九く

ろ

べ

え

郎
兵
衛

鎮
守
の
神
を
ま
つ
る

九郎兵衛の服装について
九郎兵衛は名主でしたが、武士と同じように帯刀を
許されていたと伝わっています。服装は、自然が豊か
な小平をイメージし緑を基調色にしました。小平の
開祖なので、市の木（ケヤキ）、花（ツツジ）、鳥（コゲ
ラ）から色を抽出して使用しています。髪にはコゲラ
の羽を2 枚飾りました。

人物の姿について
人物の姿はイメージです。小平の歴史を知ってもらう
ため、開拓に携わった人物をキャラクター化しました。
作画の際には、各種の資料を参考にしていますが、顔
はもちろん、髪型や帯刀、服装、年齢など正確なもの
ではありません。この絵をきっかけに想像を膨らま
せていただけたら幸いです。
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新田開発の境界
「一本榎」
熊 野 宮 の 一 本 榎
は、群を抜くほど
の 大 樹 だ った た
め、地名らしきも
の が な か った 当
時は、「武 蔵 野の
一本榎」と呼ばれ、
神 社 の 遷 祀 前 か
ら 往 来 す る 旅 人

の目標（めじるし）になっていたそうです。
弥市の願い出により、新田開発が再び
はじまったことで、当初の開発範囲の境
界だった一本榎の地に熊野宮が遷宮さ
れました。

享
保
の
改
革
で
︑
再
び
は
じ
ま
る
新
田
開
発

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
、幕
府
の
財
政
再
建
の
た
め
の
増
収
策
と
し
て
行
な
っ
た「
享
保
の
改
革
」

で
、
再
び
新
田
開
発
を
奨
励
し
は
じ
め
ま
し
た
。
小
平
市
内
で
小
川
村
の
後
に
で
き
た
6
村
は
、

小
川
新
田
・
鈴
木
新
田
・
野
中
新
田
与よ

え

も

ん

右
衛
門
組
・
野
中
新
田
善ぜ
ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
組
・
大お
お
ぬ
ま
た

沼
田
新
田
・

廻め
ぐ

り
田
新
田
で
す
。
開
発
に
と
も
な
い
、
各
村
に
は
寺
や
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

小
川
村
開
発
の
後
、
当
初
に
予
定
さ
れ
て
い
た
新

田
開
発
は
長
ら
く
止
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
当
時

の
幕
府
が
既
存
の
田
畑
を
効
率
的
に
活
用
す
る

政
策
を
と
り
、
急
速
な
新
田
開
発
を
お
さ
え
、
小

川
家
の
再
三
に
わ
た
る
新
田
開
発
の
願
い
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
享
保
の
改

革
で
の
幕
府
立
て
直
し
の
一
環
で
、
再
び
新
田
開

発
を
奨
励
し
は
じ
め
た
こ
と
を
知
っ
た
弥
市
は
、

す
ぐ
さ
ま
開
発
許
可
を
幕
府
に
嘆
願
し
、
小
川
家

の
歴
代
当
主
た
ち
の
宿
願
と
も
い
え
る
小
川
村

の
開
発
事
業
を
再
開
さ
せ
た
の
で
す
。

入
村
時
の
き
ま
り
と
寺
の
役
割

当
時
の
寺
院
に
は
、
仏
事
の
ほ
か
檀
家
制
度
に
よ
っ

て
村
人
を
管
理
す
る
役
割
（
寺
請
制
度
）
が
あ
り
、

新
田
開
発
に
と
っ
て
寺
院
の
開
山
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
し
た
。
小
川
村
に
寺
が
で
き
る
ま
で
は
、
小

川
家
が
入
村
者
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
他

村
か
ら
小
川
村
へ
入
村
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ

た
証
明
書
「
入
村
請
書
」
に
は
、
五
点
の
確
約
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
僧
侶
に
は
、
村
内
に
お
け
る
調
停
者
の
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
原
則
、
末
寺
の
僧
侶
は
本
寺
な
ど

で
修
行
し
た
人
物
が
担
う
た
め
、
僧
侶
は
村
の
外
部

出
身
者
で
し
た
。

小
川
村
の
２
つ
の
寺
︑
小
川
寺
と
妙
法
寺

小し
ょ
う
せ
ん
じ

川
寺
は
小
川
村
で
最
初
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で

す
。
青
梅
街
道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
神
明
宮
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
青
梅
街
道
を
東
に
進
ん
だ
と
こ
ろ

に
、
か
つ
て
は
妙み
ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
開
拓
当
初
、

小
川
寺
と
妙
法
寺
は
小
川
家
を
境
に
西
側
は
小
川
寺
、

東
側
は
妙
法
寺
と
檀
家
を
分
け
て
い
ま
し
た
。　

平安院（へいあんいん）
1739 年、小 川新 田（仲町）
に移住した農民の菩提寺と
して建立されたもの。名主
小 川弥 市 が 開 基。村人 が
増えたころ、弥市が小川寺
6 代の住職、省宗碩要禅師
と図り、この地に寺院の建
立しました。

︵1716

～1745

年
︶

妙法寺（みょうほうじ）（国分寺市）
開拓当初は、現在の小平第一小学校の地
にあり、小川家から東の農民が檀家でし
たが、住職が亡くなった折に檀家を小川
寺へ移しました。しかし新住職が就いて
も檀家が戻らず徐々に衰退、1909 年に
現在の地（国分寺市）へ移転しました。

小川寺（しょうせんじ）
村の開拓がはじまった 1656 年頃、市ヶ谷にある月
桂寺の住職・雪山碩林大禅師を招き開山したと伝
わっています。1800 年代の２度にわたる火災によ
り、寺宝や文書などすべて焼失してしまいました。
境内には開祖小川九郎兵衛の墓塔や梵鐘（ぼんしょ
う）、馬頭観音、六地蔵などの碑があります。

入
村
請
書

一
、入
村
者
が
小
川
村
に
入
村
す
る
状
況
を
示
し
、入

村
者
の
身
元
を
証
人
ら
が
保
証
し
て
い
る
こ
と
。

二
、入
村
者
は
問
題
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
、入
村
者
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
小
川
家
の
指
示
に

従
う
こ
と
。

四
、入
村
者
が
御
伝
馬
を
勤
め
る
た
め
に
馬
を
持
つ

こ
と
。

五
、入
村
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い
こ
と
。

熊野宮（くまのぐう）
小 川 新 田 の 鎮 守。1704 年 に 岸 村 の 阿

あ づ さ み

豆 佐 味
天
てんじんじゃ

神社の摂
せっしゃ

社を一本榎に遷
せんぐう

祀したことがはじまり
と伝わっています（小川新田開発後に遷祀したと
するのが妥当とも言われています）。別名を一本
榎神社とも言い、現在の榎はもとの大樹の孫木と
言われています。

一
方
、
大
沼
田
新

田
の
開
発
は
、
お
ん

た
村（
現
東
村
山
市
）の
名
主

當
麻
弥
左
衛
門
が
主
導
し
、
年
寄
當
麻

伝
兵
衛
は
、
泉
蔵
院
と
稲
荷
社
の
建
設
を
行
い
ま

し
た
。
血
縁
関
係
に
あ
り
、
商
い
を
生
業
と
す
る

二
つ
の
家
は
土
地
も
財
も
あ
り
、
両
家
に
よ
る
村

運
営
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

泉蔵院（せんぞういん）
天台宗の寺院。今 寺村 ( 現青梅市今
寺 )の報恩寺の塔頭であった泉蔵院を
引寺。運承法印を勧請して開祖、弥左
衛門と伝兵衛が尽力し開基しました。

大沼田稲荷社
大沼田新田の鎮守として、青
梅市今寺の稲荷社を勧請して
泉蔵院内に創建し、後に当地
へ遷座しました。

一
方
、
大
沼
田
新

田
の
開
発
は
、
お
ん

た
村（
現
東
村
山
市
）の
名
主

當
麻
弥
左
衛
門
が
主
導
し
、
年
寄
當
麻

寺
院
と
村

村
人
を
管
理
す
る
寺
と
村

新
田
開
発
期

梵鐘

小川九郎兵衛の墓塔

小川新田

大沼田新田

名
主
・
小
川
弥
市

名
主
・
當
麻
弥や

ざ

え

も

ん

左
衛
門

年
寄
・
當
麻
伝で

ん

べ

え

兵
衛

小川弥市（おがわ やいち）
小川家の子孫。
小川政

ま さ え も ん

右 衛門、小川九
く い ち ろ う

市郎
と弥

や い ち ろ う

一郎に続き、幕 府に開
発 願いを出しました。弥市
の子孫は現在もその地で小
川石材店を営んでいます。
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新田開発の境界
「一本榎」
熊 野 宮 の 一 本 榎
は、群を抜くほど
の 大 樹 だ った た
め、地名らしきも
の が な か った 当
時は、「武 蔵 野の
一本榎」と呼ばれ、
神 社 の 遷 祀 前 か
ら 往 来 す る 旅 人

の目標（めじるし）になっていたそうです。
弥市の願い出により、新田開発が再び
はじまったことで、当初の開発範囲の境
界だった一本榎の地に熊野宮が遷宮さ
れました。

享
保
の
改
革
で
︑
再
び
は
じ
ま
る
新
田
開
発

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
、幕
府
の
財
政
再
建
の
た
め
の
増
収
策
と
し
て
行
な
っ
た「
享
保
の
改
革
」

で
、
再
び
新
田
開
発
を
奨
励
し
は
じ
め
ま
し
た
。
小
平
市
内
で
小
川
村
の
後
に
で
き
た
6
村
は
、

小
川
新
田
・
鈴
木
新
田
・
野
中
新
田
与よ

え

も

ん

右
衛
門
組
・
野
中
新
田
善ぜ
ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
組
・
大お
お
ぬ
ま
た

沼
田
新
田
・

廻め
ぐ

り
田
新
田
で
す
。
開
発
に
と
も
な
い
、
各
村
に
は
寺
や
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

小
川
村
開
発
の
後
、
当
初
に
予
定
さ
れ
て
い
た
新

田
開
発
は
長
ら
く
止
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
当
時

の
幕
府
が
既
存
の
田
畑
を
効
率
的
に
活
用
す
る

政
策
を
と
り
、
急
速
な
新
田
開
発
を
お
さ
え
、
小

川
家
の
再
三
に
わ
た
る
新
田
開
発
の
願
い
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
享
保
の
改

革
で
の
幕
府
立
て
直
し
の
一
環
で
、
再
び
新
田
開

発
を
奨
励
し
は
じ
め
た
こ
と
を
知
っ
た
弥
市
は
、

す
ぐ
さ
ま
開
発
許
可
を
幕
府
に
嘆
願
し
、
小
川
家

の
歴
代
当
主
た
ち
の
宿
願
と
も
い
え
る
小
川
村

の
開
発
事
業
を
再
開
さ
せ
た
の
で
す
。

入
村
時
の
き
ま
り
と
寺
の
役
割

当
時
の
寺
院
に
は
、
仏
事
の
ほ
か
檀
家
制
度
に
よ
っ

て
村
人
を
管
理
す
る
役
割
（
寺
請
制
度
）
が
あ
り
、

新
田
開
発
に
と
っ
て
寺
院
の
開
山
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
し
た
。
小
川
村
に
寺
が
で
き
る
ま
で
は
、
小

川
家
が
入
村
者
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
他

村
か
ら
小
川
村
へ
入
村
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ

た
証
明
書
「
入
村
請
書
」
に
は
、
五
点
の
確
約
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
僧
侶
に
は
、
村
内
に
お
け
る
調
停
者
の
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
原
則
、
末
寺
の
僧
侶
は
本
寺
な
ど

で
修
行
し
た
人
物
が
担
う
た
め
、
僧
侶
は
村
の
外
部

出
身
者
で
し
た
。

小
川
村
の
２
つ
の
寺
︑
小
川
寺
と
妙
法
寺

小し
ょ
う
せ
ん
じ

川
寺
は
小
川
村
で
最
初
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で

す
。
青
梅
街
道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
神
明
宮
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
青
梅
街
道
を
東
に
進
ん
だ
と
こ
ろ

に
、
か
つ
て
は
妙み
ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
開
拓
当
初
、

小
川
寺
と
妙
法
寺
は
小
川
家
を
境
に
西
側
は
小
川
寺
、

東
側
は
妙
法
寺
と
檀
家
を
分
け
て
い
ま
し
た
。　

平安院（へいあんいん）
1739 年、小 川新 田（仲町）
に移住した農民の菩提寺と
して建立されたもの。名主
小 川弥 市 が 開 基。村人 が
増えたころ、弥市が小川寺
6 代の住職、省宗碩要禅師
と図り、この地に寺院の建
立しました。

︵1716

～1745

年
︶

妙法寺（みょうほうじ）（国分寺市）
開拓当初は、現在の小平第一小学校の地
にあり、小川家から東の農民が檀家でし
たが、住職が亡くなった折に檀家を小川
寺へ移しました。しかし新住職が就いて
も檀家が戻らず徐々に衰退、1909 年に
現在の地（国分寺市）へ移転しました。

小川寺（しょうせんじ）
村の開拓がはじまった 1656 年頃、市ヶ谷にある月
桂寺の住職・雪山碩林大禅師を招き開山したと伝
わっています。1800 年代の２度にわたる火災によ
り、寺宝や文書などすべて焼失してしまいました。
境内には開祖小川九郎兵衛の墓塔や梵鐘（ぼんしょ
う）、馬頭観音、六地蔵などの碑があります。

入
村
請
書

一
、入
村
者
が
小
川
村
に
入
村
す
る
状
況
を
示
し
、入

村
者
の
身
元
を
証
人
ら
が
保
証
し
て
い
る
こ
と
。

二
、入
村
者
は
問
題
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
、入
村
者
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
小
川
家
の
指
示
に

従
う
こ
と
。

四
、入
村
者
が
御
伝
馬
を
勤
め
る
た
め
に
馬
を
持
つ

こ
と
。

五
、入
村
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い
こ
と
。

熊野宮（くまのぐう）
小 川 新 田 の 鎮 守。1704 年 に 岸 村 の 阿

あ づ さ み

豆 佐 味
天
てんじんじゃ

神社の摂
せっしゃ

社を一本榎に遷
せんぐう

祀したことがはじまり
と伝わっています（小川新田開発後に遷祀したと
するのが妥当とも言われています）。別名を一本
榎神社とも言い、現在の榎はもとの大樹の孫木と
言われています。

一
方
、
大
沼
田
新

田
の
開
発
は
、
お
ん

た
村（
現
東
村
山
市
）の
名
主

當
麻
弥
左
衛
門
が
主
導
し
、
年
寄
當
麻

伝
兵
衛
は
、
泉
蔵
院
と
稲
荷
社
の
建
設
を
行
い
ま

し
た
。
血
縁
関
係
に
あ
り
、
商
い
を
生
業
と
す
る

二
つ
の
家
は
土
地
も
財
も
あ
り
、
両
家
に
よ
る
村

運
営
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

泉蔵院（せんぞういん）
天台宗の寺院。今 寺村 ( 現青梅市今
寺 )の報恩寺の塔頭であった泉蔵院を
引寺。運承法印を勧請して開祖、弥左
衛門と伝兵衛が尽力し開基しました。

大沼田稲荷社
大沼田新田の鎮守として、青
梅市今寺の稲荷社を勧請して
泉蔵院内に創建し、後に当地
へ遷座しました。

一
方
、
大
沼
田
新

田
の
開
発
は
、
お
ん

た
村（
現
東
村
山
市
）の
名
主

當
麻
弥
左
衛
門
が
主
導
し
、
年
寄
當
麻

寺
院
と
村

村
人
を
管
理
す
る
寺
と
村

新
田
開
発
期

梵鐘

小川九郎兵衛の墓塔

小川新田

大沼田新田

名
主
・
小
川
弥
市

名
主
・
當
麻
弥や

ざ

え

も

ん

左
衛
門

年
寄
・
當
麻
伝で

ん

べ

え

兵
衛

小川弥市（おがわ やいち）
小川家の子孫。
小川政

ま さ え も ん

右 衛門、小川九
く い ち ろ う

市郎
と弥

や い ち ろ う

一郎に続き、幕 府に開
発 願いを出しました。弥市
の子孫は現在もその地で小
川石材店を営んでいます。
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宝寿院（ほうじゅいん）
当地鈴木新田を開拓した鈴木利
左衛門春昌が、府中妙光院の塔
頭を引寺、父鈴木利左衛門重広
を開基、宥清上人を勧請して開
山しました。

鳳林院（ほうりんいん）( 国分寺市）
上谷保にあった円成院境内に大堅
が鳳林院を創建。その後、南野中
新田へ引寺しました。

回田氷川神社（めぐりたひかわ）
廻り田新田の鎮守。新田開発に
際し、宅部氷川神社を勧請して創
建。修験三

さんこういん

光院が管理しました。

鈴
木
新
田
は
、
貫

井
村
（
現
小
金
井
市
）

の
人
た
ち
が
以
前
か
ら
開
発

願
い
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
開

発
が
認
め
ら
れ
た
時
、
資
金
が
足
り
ず
、

開
発
場
の
三
分
の
一
を
野
中
善
左
衛
門

へ
渡
す
と
い
う
条
件
で
、
善
左
衛
門
か

ら
出
資
の
約
束
を
と
り
つ
け
て
開
拓
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
苦
労
し
奔

走
し
た
中
心
人
物
が
、
鈴
木
利
左
衛
門

親
子
で
し
た
。

野
中
新
田
は
非
常
に
広
大
な
面
積

持
つ
分
散
し
た
新
田
で
あ
っ
た
た

め
、
北
野
中
・
通
野
中
・
南
野
中

の
独
立
し
た
３
組
に
分
割
さ
れ
、

各
組
の
名
主
に
は
与
右
衛
門
、
善

左
衛
門
、
六
左
衛
門
が
な
り
ま
し

た
。
円
成
院
は
与
組
で
、
寺
の
墓

地
か
ら
西
側
が
善
組
で
善
左
衛
門

が
延
命
寺
の
開
基
と
な
り
ま
し
た
。

新
田
は
昭
和
37
年
に
市
制
施
行
ま

で
、
善
左
衛
門
組
、
与
右
衛
門
組
、

六
左
衛
門
組
（
現
国
分
寺
市
）
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　野中新田

延命寺（えんめいじ）
野中新田開発に際して入村した者たち
の願いにより、野中善左衛門が開基と
なり、中藤村（現武蔵村山市中藤）の
真福寺の塔

たっちゅう

頭を当地へ引寺しました。

川崎平右衛門
府中の人。名主から代官になりました。
武蔵野新田全体の安定化や新田村々の救
済・復興の立役者。人が集まる地にすべく
桜の植樹をし、小金井桜を有名にするなど、
人のために尽くし民衆に慕われました。

海岸寺（かいがんじ）
海岸寺を当地へ引寺した。山
門と小金井桜樹碑で知られて
います。

鈴木稲荷神社
鈴木新田開発に際し、貫井に鎮座していた稲荷神社を
勧請して創建。鈴木新田小名下の鎮守でした。

上鈴木稲荷神社

廻
り
田
新
田
は
村
に
な
る
ま

で
、
廻
り
田
村
（
現
東
村
山

市
）
の
秣ま
ぐ
さ
ば場

と
い
う
家
屋
の

屋
根
や
家
畜
の
餌
を
刈
る
場
所

で
し
た
。
そ
こ
に
、
代
官
の
川
崎

平
右
衛
門
が
住
み
つ
く
よ
う
申
し
付
け

た
た
め
、
村
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
廻
り
田
村
出
身
の
斉
藤
太
郎
兵
衛

は
、
こ
の
地
を
秣
場
に
す
る
た
め
に
奔

走
し
た
人
物
で
、
秣
場
を
獲
得
す
る
際

に
も
金
策
に
動
く
な
ど
、
村
に
な
る
ま

で
尽
力
し
た
百
姓
代
で
す
。

川崎平右衛門
府中の人。名主から代官になりました。
武蔵野新田全体の安定化や新田村々の救
済・復興の立役者。人が集まる地にすべく
桜の植樹をし、小金井桜を有名にするなど、
人のために尽くし民衆に慕われました。

（国分寺市）

通野中新田

武蔵野新田全体の安定化や新田村々の救
済・復興の立役者。人が集まる地にすべく
桜の植樹をし、小金井桜を有名にするなど、

屋
根
や
家
畜
の
餌
を
刈
る
場
所

で
し
た
。
そ
こ
に
、
代
官
の
川
崎

平
右
衛
門
が
住
み
つ
く
よ
う
申
し
付
け

た
た
め
、
村
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

走
し
た
中
心
人
物
が
、
鈴
木
利
左
衛
門

親
子
で
し
た
。

鈴
木
新
田
は
、
貫

井
村
（
現
小
金
井
市
）

の
人
た
ち
が
以
前
か
ら
開
発

願
い
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

武蔵野神社
北野中新田の開発が一段落したとき、
上谷保村から毘沙門天を村の鎮守とし
て遷宮しました。

野
中
新
田
は
非
常
に
広
大
な
面
積

持
つ
分
散
し
た
新
田
で
あ
っ
た
た

め
、
北
野
中
・
通
野
中
・
南
野
中

の
独
立
し
た
３
組
に
分
割
さ
れ
、

各
組
の
名
主
に
は
与
右
衛
門
、
善

左
衛
門
、
六
左
衛
門
が
な
り
ま
し

た
。
円
成
院
は
与
組
で
、
寺
の
墓

鈴木新田

廻
め ぐ

り田新田

名
主
・
鈴
木
利り

ざ

え

も

ん

左
衛
門
重し

げ
ひ
ろ広
（
父
）

百
姓
代
・
斉
藤
太
郎
兵
衛

代
官
・
川
崎
平へ

い

え

も

ん

右
衛
門

名
主
・
鈴
木
利
左
衛
門
春は

る
ま
さ昌
（
息
子
）

野中新田開発に際して入村した者たち
の願いにより、野中善左衛門が開基と
なり、中藤村（現武蔵村山市中藤）の

を当地へ引寺しました。

野中善左衛門
上総国防阿郡万国村 ( 現千葉県木更津
市）出身で鈴木新田・野中新田に出資
した富豪。現在でいう投資家。

善
左
衛
門
組
野
中
善
左
衛
門

北野中新田

与
右
衛
門
組
名
主
・
野
中
与
右
衛
門

六
左
衛
門
組
野
中
六ろ

く
ざ
え
も
ん

左
衛
門

和
尚
矢
沢
大た

い
け
ん堅

出資

出資

南野中新田

矢沢大堅
上谷保村（現国立市）出身の矢沢大堅は、1722 年に上谷保村の百姓らと共に幕府に
新田開発を願い出ます。
そのとき、新田開発の権利金である冥

みょうが

加金を上納できる者がいなかったため、鈴木
新田の開発に出資していた野中善左衛門から出資を得て、1724 年に開拓をはじめ
ます。
大堅はこの年に上谷保村からこの地へ引越し、荒野に最初の草庵を構え、移りくる農
民のリーダーとなり、自らも開拓の鍬を振るいました。農民も増え開拓に見通しのつ
いた 1727 年、上谷保村にある円成院をこの地に引寺しました。

大堅の墓塔
上谷保村にある円成院を、大堅がこの地に引寺し、師僧実
山道伝を勧請して開山を仰ぎ創建した北野中新田の寺院
です。大堅の墓塔がいまも残っています。

円成院（えんじょういん）

六
左
衛
門
組
野
中
六ろ

く
ざ
え
も
ん

左
衛
門
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宝寿院（ほうじゅいん）
当地鈴木新田を開拓した鈴木利
左衛門春昌が、府中妙光院の塔
頭を引寺、父鈴木利左衛門重広
を開基、宥清上人を勧請して開
山しました。

鳳林院（ほうりんいん）( 国分寺市）
上谷保にあった円成院境内に大堅
が鳳林院を創建。その後、南野中
新田へ引寺しました。

回田氷川神社（めぐりたひかわ）
廻り田新田の鎮守。新田開発に
際し、宅部氷川神社を勧請して創
建。修験三

さんこういん

光院が管理しました。

鈴
木
新
田
は
、
貫

井
村
（
現
小
金
井
市
）

の
人
た
ち
が
以
前
か
ら
開
発

願
い
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
開

発
が
認
め
ら
れ
た
時
、
資
金
が
足
り
ず
、

開
発
場
の
三
分
の
一
を
野
中
善
左
衛
門

へ
渡
す
と
い
う
条
件
で
、
善
左
衛
門
か

ら
出
資
の
約
束
を
と
り
つ
け
て
開
拓
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
苦
労
し
奔

走
し
た
中
心
人
物
が
、
鈴
木
利
左
衛
門

親
子
で
し
た
。

野
中
新
田
は
非
常
に
広
大
な
面
積

持
つ
分
散
し
た
新
田
で
あ
っ
た
た

め
、
北
野
中
・
通
野
中
・
南
野
中

の
独
立
し
た
３
組
に
分
割
さ
れ
、

各
組
の
名
主
に
は
与
右
衛
門
、
善

左
衛
門
、
六
左
衛
門
が
な
り
ま
し

た
。
円
成
院
は
与
組
で
、
寺
の
墓

地
か
ら
西
側
が
善
組
で
善
左
衛
門

が
延
命
寺
の
開
基
と
な
り
ま
し
た
。

新
田
は
昭
和
37
年
に
市
制
施
行
ま

で
、
善
左
衛
門
組
、
与
右
衛
門
組
、

六
左
衛
門
組
（
現
国
分
寺
市
）
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　野中新田

延命寺（えんめいじ）
野中新田開発に際して入村した者たち
の願いにより、野中善左衛門が開基と
なり、中藤村（現武蔵村山市中藤）の
真福寺の塔

たっちゅう

頭を当地へ引寺しました。

川崎平右衛門
府中の人。名主から代官になりました。
武蔵野新田全体の安定化や新田村々の救
済・復興の立役者。人が集まる地にすべく
桜の植樹をし、小金井桜を有名にするなど、
人のために尽くし民衆に慕われました。

海岸寺（かいがんじ）
海岸寺を当地へ引寺した。山
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春のお花見で有名な、都立公園では最
大級の公園。桜の園と雑木林、草原が
広がる園内には、テニスコート、サイク
リングコース、バーベキュー広場や大型
遊具などが人気を集めています。
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五日市街道の喧騒から一変、鎌倉時代の慎ましい雰囲気を
残す海岸寺。総ケヤキ造りで茅葺き屋根がめずらしい山門は、
天明 3（1783）年につくられたと言われています。境内には、
江戸時代から名所として親しまれた、玉川上水沿いの小金井
桜の由来を伝える「小金井桜樹碑」があり、山門と同様に小平
市の指定有形文化財となっています。

海
岸
寺

C

江戸から昭和初期までの歴史的建物を移築
した野外博物館。年間をとおして企画展や
イベントが行われています。

開園時間： 9 時 30 分〜 17 時 30 分（4月〜 9月）
 9 時 30 分〜 16 時 30 分（10 月〜 3月）
休園日： 毎週月曜日（祝日の場合は次の翌日）
 年末年始
入場料： 一般 400円、65歳以上の方200円ほか

江
戸
東
京
た
て
も
の
園

B
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宝寿院

ブルーベリー
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旧一橋大学駅
ロータリー跡

回田氷川
神社

1974 年の鈴木小学校建設工事の際に
発見された、後期旧石器時代の遺物
が展示されています。2021年に国の
史跡に指定されました。

開館時間：日・水・土曜日、祝日・休日
 10 時 00 分〜 16 時 00 分
休園日： 月・火・木・金曜日
 年末年始
入館料： 無料

鈴
木
遺
跡
資
料
館

D

発掘風景

出土した石器

史跡玉川上水と名勝小金井（サクラ）　
明治30年代
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代
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と
し
て
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で
、
国
の
史
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に
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定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

広
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な
小
金
井
公
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や
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東
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の
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の
ほ
か
、

海
岸
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史
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が
見
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あ
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で
す
。
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［地図：地理院地図を加工して作成］
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小金井市教育委員会提供
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明治時代から私たちの暮らしと共に歩んできた「ガスの歴史」を学べ
る企業博物館。明治時代に使われたガス燈や、３種類のガス燈の灯
りを実演紹介する「ガス灯館」。そして 100 年以上前からのガス器具
のあゆみや、ガス製造の変遷を紹介する「くらし館」の、二棟のレンガ
造りの建物がご覧頂けます。収蔵品の錦絵を中心とした企画展も折々
に開催します。夕刻の庭園では国内外のガス燈 17 基が織りなす灯り
と赤レンガの建物が相まって、ロマンチックな雰囲気に包まれます。

2020年11月にリニューアルオープンした「ブリヂストン イノベーショ
ンギャラリー」は、ブリヂストンの歩みや DNA、事業活動、未来に向け
た活動を紹介するなど、ブリヂストンのイノベーションを体験できる企
業博物館です。世界最大級の鉱山用タイヤやモノレール・地下鉄用タ
イヤなど、多種多様なタイヤを実物展示しており、見て触れて頂けます。
さまざまな企画展や子ども向けワークショップも開催予定。

下水道に関する資料や役割、歴史
などが映像とパネルで紹介されて
いる市営博物館。工事中に掘り出
した地下 25mまで柱状に復元した
地層のほか、日本で唯一誰でも自
由に入ることができる本物の下水
道管の見学体験は貴重です。

小平市が、東村山市、清瀬市、東久留米
市、西東京市と共同で運営している体験
型のミュージアム。さまざまな体験がで
きる常設展示や企画展のほか、楽しみな
がら科学を学べるよう観察・実験・工作
のプログラムが盛りだくさん。世界最大
級の大きさを誇るドーム内では、生の解
説を聞きながら、世界最多の恒星を投映
できるプラネタリウムが楽しめます。家
族みんなで一日中過ごせる科学館です。

都立の薬用植物園。国内外の貴重な薬草、草木など
約 1,600 種を栽培しています。プレートに書かれた
名前や分類のほか、効能・毒性・薬用部位などの情
報を読みながら観覧するとより楽しめます。

約 3 万点のポスターや、約 400 点の近代椅子など、
4 万点をこえる収蔵品を誇る大学美術館。教育・研
究成果を反映させた、さまざまな企画展や卒業制
作優秀作品展は、美術やデザインの専門家からの
注目を浴びています。展示作品もさることながら、
ぜひ美大のキャンパスの空気を味わってください。

世界一に認定されたプラネタリウム
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開館日：	10時 〜17時
休館日：	月曜、年末年始（月曜
	 が祝日および振替休日
	 の場合は翌日が休館）
入館料：	無料

開館日：	9時30分〜 17時（入館は16時まで） 
休館日：	月曜(月曜が祝休日の場合は、その翌日休館）、
	 祝日の翌日、年末年始、機器整備等の休館あり、
	 春・夏・冬休み期間中は月曜も開館
入館料：	大人520円・小人(4歳〜高校生)210円
	 ※プラネタリウム観覧料は別料金
	 ※当日チケットで再入館可
	 ※年間フリーパス市民割引あり

開館日：	10時 〜16時(最終入
館15時30分まで)

休館日：	日曜・祝日、年末年始
入場料：	無料

開園日：	9時 〜16時30分（4月〜9月）/9時 〜16時（10月
〜 3月）

休園日：	月曜(月曜が 祝日の場合は、その翌日が 休 園
日）、年末年始(12月29日〜1月3日まで)、4月
の第3月曜から5月の最終月曜まで臨時開園

入園料：	無料

開館日：	10時〜 18時/土曜・特別開館日10時〜 17時
休館日：	日曜・祝日、展示替期間、入構禁止期間
入館料：	無料

開館日：	10時〜 16時
休館日：	月曜(祝日の 場 合 はそ の

翌日)、年末年 始(12月27
日〜 1月5日まで)

入館料：	無料
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ミュージアムの開館日時や催しについては、あらかじめ各ミュージアムのホームページなどをご確認ください。 P34-35およびエリアマップに掲載のミュージアムの写真は各ミュージアムなどから提供
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卒
業
・
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了
制
作
展

芸
術
祭（
通
称 

芸
祭
）

嘉
悦
大
学

津
田
塾
大
学　
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

文
化
学
園
大
学　
小
平
国
際
学
生
会
館

白
梅
学
園
大
学
・
白
梅
学
園
短
期
大
学

一
橋
大
学　
小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス

武
蔵
野
美
術
大
学　
鷹
の
台
キ
ャ
ン
パ
ス

大
正
末
期
、
小
平
に
学
園
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
構
想
が
も
ち
あ
が
り
、
昭
和
の
は
じ
め
に
は

現
在
の
津
田
塾
大
学
、
一
橋
大
学
小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
が
移
転
。
戦
後
も
、
武
蔵
野
美
術
大
学
、

白
梅
学
園
短
期
大
学
、
嘉
悦
女
子
短
期
大
学
（
現
・
嘉
悦
大
学
）、
文
化
女
子
大
学
（
現
・
文
化

学
園
大
学
）
と
大
学
の
進
出
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
専
門
学
校
も
で
き
ま
し
た
。
大
学
の
最
寄
り
駅

や
通
学
路
な
ど
は
若
者
で
に
ぎ
わ
い
、
学
生
に
よ
る
地
域
活
動
※
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
美
術
大
学
（
通
称
ム
サ
ビ
）
の

名
物
、秋
の
学
園
祭
は「
芸ゲ

イ

祭サ
イ

」

と
呼
ば
れ
、
毎
年
キ
ャ
ン
パ
ス

は
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
で
溢

れ
か
え
り
ま
す
。
学
生
の
自
主

的
な
企
画
・
運
営
に
よ
り
、
そ

の
時
代
に
あ
っ
た
テ
ー
マ
で
開

催
。
美
大
生
が
腕
に
よ
り
を
か

け
た
作
品
を
売
る
店
や
展
示
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ダ
ン

ス
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

各
大
学
で
は
、
受
験
生

を
対
象
と
し
た
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
大
学

に
よ
っ
て
志
向
や
催
し

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

武
蔵
野
美
術
大
学
で
は
、

卒
業
・
修
了
研
究
発
表

を
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を

使
っ
た
展
覧
会
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

※「小平市大学連携協議会 
こだいらブル ーベリー
リーグ」と呼ばれる活動
では、行政と大学、また
大学同士が連携して地
域 活 動を行い、発 表 会
などを開催しています。

日本ではじめて女子の商業学校を
つくった嘉悦孝を学園創立者とし、
100 余 年に渡る同学園の実学 教
育の伝統を継承する大学。学生に
よる小平コミュニティタクシーの
ラッピングデザインなど、地域に
根ざした活動を行っています。

「女 性の地 位向上 」を目指し、津
田 梅 子が創立した女子大学。そ
の建学の精神は 120 年以 上にわ
たり受け継がれ、さまざまな分野
で活躍する女性を輩出しています。
2024 年発行の新五千円券には津
田梅子の肖像が選定されました。

ファッションの領域をはじめ、デ
ザイン、インテリア、観光の分野に
も教育の裾野を広げる大学。メイ
ンキャンパスは新宿新都心にあり、
小平にある施設は現在、世界中か
ら集まる学生のための寮となって
います。

ヒューマニズムの精神を理念に、
保育教育に力を入れている大学。
障害理解啓発や発達支援などの
学生ボランティアをはじめ、市と
連携して「子ども」をとりまく保育・
教育・心理・福祉に関する支援活
動に取り組んでいます。

社会科学の総合大学として学界を
リードしてきた大学で、メインキャ
ンパスは国立にあります。小平に
は関東大震災を機に 1933 年に移
転してきました。現在は日本人学
生と留学生が混住する国際学生宿
舎などがあります。

嘉悦大学

武蔵野美術大学 白梅学園大学・白梅学園短期大学武蔵野美術大学

キャンパスに入構の際は、大学のルールを守ってください。キャンパスの公開日や
催しについては、あらかじめ大学ホームページなどをご確認ください。

　P.4-5および P.36-37掲載の大学の写真は各大学から提供

自由な校 風と国内屈指の造 形教
育で知られる美術大学。市内には、
学生や教 員の野外彫 刻が展示さ
れたり、市内各所でのワークショッ
プやイベントなどが行われたり、
地域交流も盛んです。毎年秋に開
催される「芸術祭」が有名です。

「芸祭」に行こう！

ムサビの
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100 余 年に渡る同学園の実学 教
育の伝統を継承する大学。学生に
よる小平コミュニティタクシーの
ラッピングデザインなど、地域に
根ざした活動を行っています。

「女 性の地 位向上 」を目指し、津
田 梅 子が創立した女子大学。そ
の建学の精神は 120 年以 上にわ
たり受け継がれ、さまざまな分野
で活躍する女性を輩出しています。
2024 年発行の新五千円券には津
田梅子の肖像が選定されました。

ファッションの領域をはじめ、デ
ザイン、インテリア、観光の分野に
も教育の裾野を広げる大学。メイ
ンキャンパスは新宿新都心にあり、
小平にある施設は現在、世界中か
ら集まる学生のための寮となって
います。

ヒューマニズムの精神を理念に、
保育教育に力を入れている大学。
障害理解啓発や発達支援などの
学生ボランティアをはじめ、市と
連携して「子ども」をとりまく保育・
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嘉悦大学

武蔵野美術大学 白梅学園大学・白梅学園短期大学武蔵野美術大学

キャンパスに入構の際は、大学のルールを守ってください。キャンパスの公開日や
催しについては、あらかじめ大学ホームページなどをご確認ください。

　P.4-5および P.36-37掲載の大学の写真は各大学から提供

自由な校 風と国内屈指の造 形教
育で知られる美術大学。市内には、
学生や教 員の野外彫 刻が展示さ
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「芸祭」に行こう！

ムサビの
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キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
っ
て
み
た
い
！



こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
主
催

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

当
時
は
、き
ま
り
と
し
て

寺
の
檀
家
に
な
ら
な
き
ゃ

い
け
な
か
っ
た
し
、

村
民
の
管
理
を

寺
が
担
っ
て
た
ん
だ
。

信
仰
の
対
象
と
い
う
よ
り
、

役
所
の
よ
う
だ
っ
た
ん

だ
よ
ね
。

神
社
参
拝
で
は
、

ま
ず
二
礼
し
て

コ
チ
ラ
の
祝
詞
を
唱
え
て
か
ら

二
礼
二
拍
手
一
礼
す
る
と

良
い
で
す
ね
。

藁
や
茅
だ
か
ら

分
厚
く
し
な
い
と

水
が
漏
っ
ち
ゃ
う
ん

だ
よ
ね
。

ろ
う
そ
く
を
使
う
の
は

江
戸
の
町
民
で
も
ご
く
一
部
。

昔
は
日
と
と
も
に
起
き
、

日
が
暮
れ
た
ら
寝
る
の
が

あ
た
り
前
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

小
平
の
歴
史
に
触
れ
る

３
箇
所
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー

小
川
寺

小
平
ふ
る
さ
と
村

小
平
神
明
宮

昔
の
人
は

信
心
深
い
ん
だ
と

思
い
込
ん
で
い
た
け
ど
、

理
由
を
聞
く
と

今
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
の
か
も…

藁
葺
屋
根
の

分
厚
さ
に

び
っ
く
り
！

位
の
高
い
人
の
入
口
が

分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

一
番
驚
き
ま
し
た
。

小
川
家
の
玄
関
が

立
派
で
し
た
ね
。

電
気
が
な
い
か
ら
、

夕
方
で
も
ま
っ
暗
で

驚
き
ま
し
た
！

旧小川家住宅玄関棟
開拓当初の復元住居開拓当初の復元住居

こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
が

主
催
す
る
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
は
、
協

会
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
複
数
回

の
講
習
・
研
修
・
試
験
に
合
格
す
る

と
、
晴
れ
て
ガ
イ
ド
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
後
も
学
び
続
け
、

内
容
に
厚
み
を
加
え
続
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
巡
り
ガ
イ
ド
っ
て

ど
ん
な
人
？

小
平
ま
ち
巡
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に
歩
く
と
、

ま
ち
の
風
景
が
一
変
！
見
た
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
時
代
背
景

や
ま
ち
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
が

ど
ん
ど
ん
溢
れ
て
出
て
き
ま
す
。

「
参
加
者
さ
ん
と
何
気
な
い
雑
談

を
し
な
が
ら
、
そ
の
人
の
趣
味

嗜
好
を
探
っ
て
、
話
す
内
容
を

変
え
た
り
も
す
る
ん
で
す
」
と

誇
ら
し
げ
に
話
す
ガ
イ
ド
さ
ん
。

は
じ
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
学

生
さ
ん
も
、
次
第
に
会
話
が
弾

ん
で
き
て
、み
ん
な
楽
し
そ
う
！

こ
う
し
た
特
別
な
時
間
が
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅
力
で
す
。

市
内
の
大
学
に
通
う
学
生
さ
ん
が
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
体
験
！

会
話
が
基
本
！

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
醍
醐
味

（右）佐藤優花さん
（左）三浦菜々子さん
武蔵野美術大学 基礎デザイ
ン学科に在籍。大学の課題で、
小平の窪地のダイダラボッチ
の民話を手がかりに作品を制
作中。

（右）藤 美
よしのり

徳さん
ボランティアガイド。
おすすめスポットは、神明宮と熊野宮

（パワースポット！）、小川寺と泉蔵院
などの寺社。

（左）菊地いづみ
こだいら観光まちづくり協会職員。
おすすめスポットは、玉川上水と海岸
寺の立派な山門。

案内してくれた
ガイドさん

ツアーに参加してくれた
学生さん

小平神明宮

小平ふるさと村
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小
平
で
一
番
の
高
低
差
！
﹁
馬
の
背
﹂

こ
の
辺
り
は
石
神
井
川
が
流
れ
た
谷
の
跡
が
窪

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
水
道
管
を
通
す

た
め
に
土
手
を
つ
く
っ
た
の
が
馬
の
背
で
す
。

水
道
管
は
西
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
少
し
ず
つ

下
っ
て
い
き
ま
す
が
、
一
定
の
高
さ
を
保
ち
な

が
ら
続
い
て
い
ま
す
。
小
平
駅
あ
た
り
は
高
低

差
が
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
5
メ
ー
ト
ル
も
の

差
が
あ
り
、
小
平
で
こ
れ
だ
け
高
低
差
の
あ
る

と
こ
ろ
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

窪
地
と
言
え
ば
﹁
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
﹂
伝
説

「
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
」
は
、
日
本
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
伝
承
が
残
る
民
話
で
す
。
天
神
窪
、
平

安
窪
、
山
王
窪
な
ど
の
点
々
と
続
く
小
平
の
窪

地
は
、「
雲
を
つ
き
ぬ
け
る
ほ
ど
の
大
男
が
富

士
山
を
こ
し
ら
え
に
行
く
と
き
に
つ
け
た
足
跡

だ
」
と
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
道
路

を
舗
装
・
整
備
し
た
昭
和
の
前
、
窪
地
の
深
さ

は
1
～
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
坂
は
今
よ

り
も
急
勾
配
で
し
た
。
台
風
や
長
雨
が
続
く
と
、

窪
地
に
は
地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
が
湧
い
て
1
、

2
か
月
は
水
が
引
か
ず
、
大
き
な
水
た
ま
り
に

な
り
ま
し
た
。
平
安
窪
に

１
０
０
メ
ー
ト

ル
四
方
も
の

あじさい公園の南側には、水面よりも低い天神
窪に用水路を通すため、江戸時代に土を盛って
つくられた「築

つきどい

樋」があります。そのため、南側
の公園の出口は小さく急な坂になっています。

狭山・境緑道の南側にあるあじさい公園は、
広い天神窪の一部です。用水路の築樋と緑
道の土手に挟まれたため、公園が掘られたよ
うに見えます。

天神窪（あじさい公園）

石川純にかかれば、まちなかの坂道も観光スポットに！
彼がこだわる「窪地」巡りに同行しました！

実は平
たい

らじゃないって本当？
小平の窪地ものがたり山王窪

小さめの山王窪は、道の中間に立つと南北両側
の坂が一望でき、窪地の真ん中にいることを実
感できます。写真は立った位置からそれぞれ南
北を見た景色。

大
き
な
水
た

ま
り
が
で
き
た
時

に
は
、
小
舟
を
使
っ
て

往
来
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

小
平
の
窪
地
は
1
級
ス
リ
バ
チ
！
し
か
も
自
然

東
京
の
地
形
と
歴
史
を
観
察
し
記
録
す
る
「
東

京
ス
リ
バ
チ
学
会
」
の
等
級
認
定
で
は
、「
湧

水
地
か
ら
流
れ
出
る
川
は
、
三
方
塞
ぎ
で
出
口

（
谷
口
）
が
あ
る
の
で
2
級
、
四
方
向
を
丘
で

囲
ま
れ
閉
じ
ら
れ
た
窪
地
を
1
級
ス
リ
バ
チ
」

と
い
う
の
だ
と
か
。ま
た「
人
工
的
に
ふ
さ
が
っ

た
も
の
は
人
工
ス
リ
バ
チ
、
自
然
の
も
の
は
自

然
ス
リ
バ
チ
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
、
小
平
の
天
神

窪
、
平
安
窪
、
山
王
窪
は
、
ど
れ
も
1
級
自
然

ス
リ
バ
チ
な
ん
で
す
。

平安窪

青梅街道

青梅街道駅

小平駅

萩山駅

小川駅

八坂駅

鷹の台駅

花小金井駅

一橋学園駅

山王窪

ぐみ窪

さいかち窪

石神井川

天神窪

取
材
後
記

協
会
の
職
員
で
あ
る
石
川
純
さ
ん
は
、「
ま
ち
巡
り
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
た
ち
の
ま
と
め
役
。
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
熟
知
し
て
い
て
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
は

お
互
い
に
尊
敬
し
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
い
る
様
子
が
印

象
的
で
す
。
以
前
は
中
学
校
の
社
会
科
の
先
生
だ
っ

た
石
川
さ
ん
の
得
意
分
野
は
地
理
で
す
。
窪
地
や
水

路
に
詳
し
く
、「
築
樋
」
や
「
伏
せ
越
し
」
な
ど
の
工
法

を
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ノ
ッ
て
い
る
と
き
に
は
親
父
ギ
ャ
グ
が
飛
び
だ
し
ま
す
。

︵
編
集
担
当
・
棚
橋
︶

1949 年（昭和24）年、平安窪の出水の様子
［こだいらデジタルアーカイブ /飯山達雄氏写真より］

小さいから凹みを実感！
窪地の両端を

一望するにはここ

ここでは真ん中の
凹みが一望できま
す。また短冊状の
農地も見られます。

小平の真ん中にある平
安 窪。写 真 は「小 平 市
役所南」交差点を東（窪
地側）から見た景色で
す。鷹の街道もここで
一旦途切れています。

平安窪

平坦な道の先に
突然現れる下り坂！

小平で最も高低差が
ある窪は

この馬の背です

窪がつくる美しい景色！
広大な窪地のなかの

小さな公園

こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

石
川
純
と
巡
る
デ
ィ
ー
プ
ス
ポ
ッ
ト
！

［陰影図：地理院地図を加工して作成］
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く
っ
た
の
が
馬
の
背
で
す
。

水
道
管
は
西
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
少
し
ず
つ

下
っ
て
い
き
ま
す
が
、
一
定
の
高
さ
を
保
ち
な

が
ら
続
い
て
い
ま
す
。
小
平
駅
あ
た
り
は
高
低

差
が
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
5
メ
ー
ト
ル
も
の

差
が
あ
り
、
小
平
で
こ
れ
だ
け
高
低
差
の
あ
る

と
こ
ろ
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

窪
地
と
言
え
ば
﹁
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
﹂
伝
説

「
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
」
は
、
日
本
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
伝
承
が
残
る
民
話
で
す
。
天
神
窪
、
平

安
窪
、
山
王
窪
な
ど
の
点
々
と
続
く
小
平
の
窪

地
は
、「
雲
を
つ
き
ぬ
け
る
ほ
ど
の
大
男
が
富

士
山
を
こ
し
ら
え
に
行
く
と
き
に
つ
け
た
足
跡

だ
」
と
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
道
路

を
舗
装
・
整
備
し
た
昭
和
の
前
、
窪
地
の
深
さ

は
1
～
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
坂
は
今
よ

り
も
急
勾
配
で
し
た
。
台
風
や
長
雨
が
続
く
と
、

窪
地
に
は
地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
が
湧
い
て
1
、

2
か
月
は
水
が
引
か
ず
、
大
き
な
水
た
ま
り
に

な
り
ま
し
た
。
平
安
窪
に

１
０
０
メ
ー
ト

ル
四
方
も
の

あじさい公園の南側には、水面よりも低い天神
窪に用水路を通すため、江戸時代に土を盛って
つくられた「築

つきどい

樋」があります。そのため、南側
の公園の出口は小さく急な坂になっています。

狭山・境緑道の南側にあるあじさい公園は、
広い天神窪の一部です。用水路の築樋と緑
道の土手に挟まれたため、公園が掘られたよ
うに見えます。

天神窪（あじさい公園）

石川純にかかれば、まちなかの坂道も観光スポットに！
彼がこだわる「窪地」巡りに同行しました！

実は平
たい

らじゃないって本当？
小平の窪地ものがたり山王窪

小さめの山王窪は、道の中間に立つと南北両側
の坂が一望でき、窪地の真ん中にいることを実
感できます。写真は立った位置からそれぞれ南
北を見た景色。

大
き
な
水
た

ま
り
が
で
き
た
時

に
は
、
小
舟
を
使
っ
て

往
来
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

小
平
の
窪
地
は
1
級
ス
リ
バ
チ
！
し
か
も
自
然

東
京
の
地
形
と
歴
史
を
観
察
し
記
録
す
る
「
東

京
ス
リ
バ
チ
学
会
」
の
等
級
認
定
で
は
、「
湧

水
地
か
ら
流
れ
出
る
川
は
、
三
方
塞
ぎ
で
出
口

（
谷
口
）
が
あ
る
の
で
2
級
、
四
方
向
を
丘
で

囲
ま
れ
閉
じ
ら
れ
た
窪
地
を
1
級
ス
リ
バ
チ
」

と
い
う
の
だ
と
か
。ま
た「
人
工
的
に
ふ
さ
が
っ

た
も
の
は
人
工
ス
リ
バ
チ
、
自
然
の
も
の
は
自

然
ス
リ
バ
チ
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
、
小
平
の
天
神

窪
、
平
安
窪
、
山
王
窪
は
、
ど
れ
も
1
級
自
然

ス
リ
バ
チ
な
ん
で
す
。

平安窪

青梅街道

青梅街道駅

小平駅

萩山駅

小川駅

八坂駅

鷹の台駅

花小金井駅

一橋学園駅

山王窪

ぐみ窪

さいかち窪

石神井川

天神窪

取
材
後
記

協
会
の
職
員
で
あ
る
石
川
純
さ
ん
は
、「
ま
ち
巡
り
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
た
ち
の
ま
と
め
役
。
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
熟
知
し
て
い
て
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
は

お
互
い
に
尊
敬
し
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
い
る
様
子
が
印

象
的
で
す
。
以
前
は
中
学
校
の
社
会
科
の
先
生
だ
っ

た
石
川
さ
ん
の
得
意
分
野
は
地
理
で
す
。
窪
地
や
水

路
に
詳
し
く
、「
築
樋
」
や
「
伏
せ
越
し
」
な
ど
の
工
法

を
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ノ
ッ
て
い
る
と
き
に
は
親
父
ギ
ャ
グ
が
飛
び
だ
し
ま
す
。

︵
編
集
担
当
・
棚
橋
︶

1949 年（昭和24）年、平安窪の出水の様子
［こだいらデジタルアーカイブ /飯山達雄氏写真より］

小さいから凹みを実感！
窪地の両端を

一望するにはここ

ここでは真ん中の
凹みが一望できま
す。また短冊状の
農地も見られます。

小平の真ん中にある平
安 窪。写 真 は「小 平 市
役所南」交差点を東（窪
地側）から見た景色で
す。鷹の街道もここで
一旦途切れています。

平安窪

平坦な道の先に
突然現れる下り坂！

小平で最も高低差が
ある窪は

この馬の背です

窪がつくる美しい景色！
広大な窪地のなかの

小さな公園

こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

石
川
純
と
巡
る
デ
ィ
ー
プ
ス
ポ
ッ
ト
！

［陰影図：地理院地図を加工して作成］
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花小金井駅

小
川
駅

鷹
の
台
駅

新
小
平
駅

青
梅
街
道
駅

一
橋
学
園
駅

小平駅

萩山駅

八坂駅

東大
和市
駅

玉川上水駅

小
平
ま
ち
巡
り

小
平
ま
ち
巡
り

      
　ガ
イ
ド
コ
ー
ス

　ガ
イ
ド
コ
ー
ス

こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
「
ま
ち
巡
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
全
部
で
17
コ
ー
ス
（
２
０
２
１
年
現
在
）。

小
平
の
歴
史
や
地
形
、自
然
、文
化
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

玉川上水駅から鷹の台駅までの
間を自然豊かな玉川上水に沿っ
て歩き、今も残る歴史の痕跡や
水 に 触 れ ら れ る 場 所、足 湯 や
オープンガーデンなどをご案内
します。

自然を満喫。
水と緑の玉川上水を歩く

A

小平発祥の地、小川村の歴史に
触れながら、玉川上水や野火止
用水、小川用水が流れる彫刻の
谷緑道などを巡ります。

玉川上水と分水沿いを歩く

B

青梅街道の両端にみられる南北
に細い短冊型地割、用水路、た
から道など、開拓当初の姿を訪
ねます。

小平発祥の歴史に
ふれながら青梅街道を行く

C

九 道の辻、野火止用水、ブリヂ
ストンイノベーションギャラリー、
たから道、玉 川上水 など、小平
の名所を巡ります。

西武国分寺線に沿って
小川地区の新・旧スポット
を巡る

E

自然 豊 かな 玉 川 上 水を 満 喫し
ながら、ふれあい下水道 館、平
櫛 田中 彫 刻 美 術 館 などを 巡り
ます。

水と生活。
ミュージアム探訪

F

昭和 3 年の多摩湖鉄道開業時か
らの消えた駅や移動した駅の痕
跡を、国分寺駅から小平駅まで
辿ります。

西武多摩湖線の変遷を
辿る

G

日本一大きな丸ポストやルネこ
だいらなどの現在の小平と、江
戸期に建てられた熊野宮、鈴木
稲荷神社、また旧石器時代の鈴
木遺跡などをまわるバラエティ
に富んだコース。

小平中部地区の今昔と
鈴木遺跡

H

著名人も眠る小平霊園や東京街
道にある陣屋門、ふるさと村、あ
じさい公園、たけのこ公園など、
彫刻や豊かな自然が楽しめる狭
山・境緑道を巡ります。

小平霊園から緑と芸術の
「グリーンロード」を巡る

I

本村の後に開拓された新田地域
を、花小金井駅から玉川上水の
小金井 橋、海岸寺を経て、鈴 木
遺跡のウォーキングコースを歩
きます。

小平東部地区の今昔と
鈴木遺跡

K

眺 め のよい馬 の 背 や小 金 井 公
園、陣屋跡、江戸東京たてもの
園などを巡るバラエティに富ん
だコース。春は桜、夏は新緑、秋
は紅葉が楽しめます。

四季折々の風景が楽しめる
バラエティコース

L

青梅街道駅から東へ歩きながら、
馬継場跡や開拓当時に建てられ
た寺社、用水、ふるさと村などを
巡り、花小金井駅まで歩きます。

新田開発に思いを馳せ、
小平東部の青梅街道を
巡る

P

武蔵野の雑木林と、そこを流れ
る野火止用水を満喫するコース
です。

野火止用水を行く

Q

小平まち巡り
ガイドツアー参加方法

「まち巡り」は、原則毎月第３土曜日（除
く８月）に行っています。月によって
まわるコースが異なるため、詳しくは
協会のホームページでご確認ください。
参加希望は、下記の電話番号かメール
でお申し込みください。

こだいら観光まちづくり協会
ホームページ

お問い合わせ/申し込み
こだいら観光まちづくり協会
042-312-3954
info@kodaira-tourism.com

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
オ
ス
ス
メ

厳
選
12
コ
ー
ス
！
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3
月

●

だ
る
ま
市
（
小
川
寺
）

●

丸
ポ
ス
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
（
市
内
ま
ち
巡
り
）

●

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ル
ネ
こ
だ
い
ら
）

4
月

●

お
茶
会
（
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

●

八
雲
祭
（
宵
宮
祭
・
神
幸
祭
）（
小
平
神
明
宮
）

5
月

●

こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
平
市
立
中
央
公
園
）

●

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
ひ
ろ
ば
in
小
平
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
）

6
月

●

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
（
あ
じ
さ
い
公
園
）

●

ホ
タ
ル
の
夕
べ
（
東
部
公
園
）

7
月

●

花
小
金
井
納
夏
ま
つ
り
（
花
小
金
井
町
会
神
輿
＆
サ
ン
バ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）（
花
小
金
井
駅
）

●

陸
上
自
衛
隊
小
平
駐
屯
地
納
涼
祭
（
陸
上
自
衛
隊
小
平
駐
屯
地
）

8
月

●

夏
詣
（
熊
野
宮
）

●

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
灯
り
ま
つ
り
（
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）

●

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
こ
だ
い
ら
（
小
平
駅
南
口
）

●

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

9
月

●

こ
だ
い
ら
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
中
央
公
園
・
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
）

●

下
水
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
（
小
平
市
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
）

●

例
祭
（
宵
宮
）・
神
幸
祭
（
2
年
に
1
度
の
本
祭
）（
熊
野
宮
）

10
月

●

小
平
市
民
ま
つ
り
（
あ
か
し
あ
通
り
）

●

元
気
村
ま
つ
り
（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
）

●

え
ん
と
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
）

●

お
茶
会
（
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

●

芸
術
祭
（
武
蔵
野
美
術
大
学
）

11
月

●

こ
だ
い
ら
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
）

●

小
平
市
産
業
ま
つ
り
・
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
（
小
平
市
福
祉
会
館
前
）

●

社
協
福
祉
バ
ザ
ー
（
福
祉
会
館
・
市
民
広
場
）

●

津
田
塾
祭
（
津
田
塾
大
学
）

12
月

●

み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽
祭
in
小
平
（
中
央
公
民
館
）

●

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
）

1
月

●

ど
ん
ど
焼
（
小
平
神
明
宮
）

●

新
春
歩
け
歩
け
の
つ
ど
い
（
市
内
ま
ち
巡
り
）

2
月

●

節
分
の
豆
ま
き
（
小
平
ふ
る
さ
と
村
）

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

小
平
の
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭
り

小
平
伝
統
の

小
平
神
明
宮
「
八
雲
祭
」
は
、
毎
年

4
月
最
後
の
土
曜
・
日
曜
の
2
日
間

に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
土
曜
の
夜
は

暗
闇
の
中
で
八
雲
大
神
様
を
神
輿
に

お
遷
し
す
る
厳
か
な
神
事
、
日
曜
に

は
神
人
一
体
と
な
っ
て
街
々
を
練
り
歩

き
ま
す
。「
灯
り
ま
つ
り
」
は
、
小
平

伝
統
の
文
化
・
祭
灯
ろ
う
を
、
市
民

が
持
ち
よ
り
灯
し
ま
す
。

小
平
に
は
、
魅
力
的
な
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り

が
あ
り
、
い
つ
訪
れ
て
も
新
し
い
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、遊
び
に
行
こ
う
！鈴木ばやし

鈴木町地区に伝わる郷土芸能で、別名「鈴木流
若ばやし」とも言います。江戸時代末期、若者たちが賭博や深酒
などで乱れていたため、青年教育の先駆者・深谷定右衛門が若者
の健全な娯楽として普及させたことがはじまりです。

お
祭
り

小平市
イベント
カレンダー

45 44
八雲祭

サンバ
フェスティバル

小平市民まつり小平グリーンロード灯りまつり

夏詣

小平市民まつり
なかまちテラス
イルミネーション

節分の豆まき

陸上自衛隊小平駐
屯地納涼祭



3
月

●

だ
る
ま
市
（
小
川
寺
）

●

丸
ポ
ス
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
（
市
内
ま
ち
巡
り
）

●

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ル
ネ
こ
だ
い
ら
）

4
月

●

お
茶
会
（
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

●

八
雲
祭
（
宵
宮
祭
・
神
幸
祭
）（
小
平
神
明
宮
）

5
月

●

こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
平
市
立
中
央
公
園
）

●

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
ひ
ろ
ば
in
小
平
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
）

6
月

●

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
（
あ
じ
さ
い
公
園
）

●

ホ
タ
ル
の
夕
べ
（
東
部
公
園
）

7
月

●

花
小
金
井
納
夏
ま
つ
り
（
花
小
金
井
町
会
神
輿
＆
サ
ン
バ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）（
花
小
金
井
駅
）

●

陸
上
自
衛
隊
小
平
駐
屯
地
納
涼
祭
（
陸
上
自
衛
隊
小
平
駐
屯
地
）

8
月

●

夏
詣
（
熊
野
宮
）

●

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
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灯
り
ま
つ
り
（
小
平
グ
リ
ー
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ロ
ー
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）
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マ
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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こ
だ
い
ら
（
小
平
駅
南
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ュ
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ア
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（
平
櫛
田
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彫
刻
美
術
館
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月

●
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テ
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）
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水
道
の
日
イ
ベ
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）
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宮
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神
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祭
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祭
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熊
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）
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平
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つ
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通
り
）
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化
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を
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民

が
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よ
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す
。
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的
な
四
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の
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ト
や
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が
あ
り
、
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つ
訪
れ
て
も
新
し
い
感
動
が
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て
い
ま
す
。

年
間
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ケ
ジ
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ー
ル
を
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ク
し
て
、遊
び
に
行
こ
う
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鈴木町地区に伝わる郷土芸能で、別名「鈴木流
若ばやし」とも言います。江戸時代末期、若者たちが賭博や深酒
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新青梅街道
新青梅街道

西武新宿線西武新宿線

花小金井駅

花小金井駅

狭山・境緑道（グリーンロード）

狭山・境緑道（グリーンロード）

武蔵小金井駅武蔵小金井駅

国分寺駅国分寺駅
西国分寺駅西国分寺駅国立駅国立駅

JR中央線JR中央線

西
武
国
分
寺
線

西
武
国
分
寺
線

恋
ヶ
窪
駅

恋
ヶ
窪
駅

鷹
の
台
駅

鷹
の
台
駅

玉川上水玉川上水
立川通

り
立川通

り

東大
和市
駅

東大
和市
駅 西武拝島線西武拝島線

青
梅
街
道
駅

青
梅
街
道
駅

新
小
平
駅

新
小
平
駅

八坂駅
八坂駅

府
中
街
道

府
中
街
道

鎌
倉
街
道

鎌
倉
街
道

小
川
駅

小
川
駅

萩山駅
萩山駅

小平駅
小平駅

東京街道東京街道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

東たかの道東たかの道

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

五日市街道
五日市街道

たかの街道たかの街道

青梅街道青梅街道

JR
武
蔵
野
線
線

JR
武
蔵
野
線
線

一
橋
学
園
駅

一
橋
学
園
駅

野火
止用
水

野火
止用
水

47 46



新青梅街道
新青梅街道

西武新宿線西武新宿線

花小金井駅
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青
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梅
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小
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小
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府
中
街
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中
街
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小
川
駅

小
川
駅

萩山駅
萩山駅

小平駅
小平駅

東京街道東京街道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

東たかの道東たかの道

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道
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止用
水
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新宿
西武新宿

国分寺

高田馬場

池袋
西武池袋線

JR 山手線

JR 中央線

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル 西

武
多
摩
湖
線

西
武
国
分
寺
線

西武新宿線

西武拝島線

JR 武蔵野線

一橋学園
花小金井

小平

鷹の台

小川

東村山

新小平東大和市

玉川上水

上北台

立川北
恋ヶ窪

青梅街道

萩山
八坂

西国分寺国立 武蔵小金井立川

秋津

所沢

西武園
西武園

ゆうえんち

多摩湖
西武球場前

武蔵大和

新秋津

●花小金井駅・小平駅 西武新宿線（所沢方面）
●新小平駅 JR中央線西国分寺駅より JR 武蔵野線にのりかえ（東京・南船橋方面）
●小川駅・鷹の台駅 JR中央線国分寺駅より西武国分寺線にのりかえ（東村山方面）
●一橋学園駅・青梅街道駅 JR中央線国分寺駅より西武多摩湖線にのりかえ（萩山方面）

参考文献：
「こだいらデジタルアーカイブ」小平市立図書館ホームページ／小平市史編さん委員会『小平市史　地理・考古・民俗編』小平市　2012年, 2013
年／小平市企画政策部『小平市史別冊図録　近世の開発と村のくらし』小平市　2013年／小平市史概要版作成研究会 『小平市史概要版　小平
の歴史』小平市　2015 年／郷土こだいら編集委員会『郷土こだいら』小平市教育委員会　1967年初版、1978 年第 7 版／『こだいらの史跡
めぐり』小平市教育委員会　社会教育部社会教育課　1989 年／中学校社会科副読本編集委員会『中学校社会科副読本　私たちの小平』小
平市教育委員会　1985 年初版、1990 年改訂版／小平市ホームページ／武士生活研究会『図録近世武士生活史入門事典』柏書房　1991年／
菊地 ひと美『江戸衣装図鑑』東京堂出版　2011年

施設名 住所 問い合わせ 掲載ページ

平櫛田中彫刻美術館 学園西町 1-7-5 042-341-0098 P.10

東京都薬用植物園 中島町 21-1 042-341-0344 P.15、P.35

小平ファーマーズ・マーケット「ムーちゃん広場」 小川町 2-1827 042-348-7244 P.19、P.21

小平ふるさと村 天神町 3-9-1 042-345-8155 P20、P.22

ガスミュージアム 大沼町 4-31-25 042-342-1715 P.11、P.34

多摩六都科学館 西東京市芝久保町 5-10-64 042-469-6100 P.34

Bridgestone Innovation Gallery 小川東町３-１－１ 042-342-6363 P.34

小平市ふれあい下水道館 上水本町 1-25-31 042-326-7411 P.34

江戸東京たてもの園 小金井市桜町 3-7-1 042-388-3300 P.32

鈴木遺跡資料館 鈴木町 1-487-1 042-323-2233 P.32

フラッとNAVI 小平にこないか？
施設の連絡先

小平へのアクセス 東京都心から電車で約30分！

こだいら観光
まちづくり協会

SNS

最新イベント情報や、小平市内の観光情報が盛りだくさん！

Twitter instagram

「petitina(プチーナ )」は、小平のキャッ
チフレーズ「都会から一番近い プチ
田舎」をもじったフランス語風の造語。
季節ごとの小平市が見せる姿を、素敵
に切り出してお送りします。

petitinaシリーズ
小平のさまざまなスポットを小平市
民の皆さまに巡ってもらいました。
全６本、さまざまな小平の魅力を知る
ことができます。

めぐりん小平シリーズ
小平ふるさと村や、平櫛田中彫 刻美
術館などを、実際にいるかのように
360 度見渡すことができる VR 動画
コンテンツです。

360度VR動画シリーズ

こだいら観光まちづくり協会
公式YouTubeチャンネル

こだいら観光まちづくり協会のYouTubeチャンネルでは、
小平の魅力がぎっしり詰まった動画コンテンツを配信中！

発行年月 ： 2021年 3月
発　　行 ： 一般社団法人こだいら観光まちづくり協会
企　　画 ： 株式会社アトミ／西中デザイン事務所
編　　集 ： 棚橋早苗　デザイン：西中 賢
編集補助 ： 稲口俊太、柴田 光

イラスト ： 菅野 恵
写　　真 ： こだフォト部／ 稲口俊太　他、個別に記載
協　　力 ： 小平「まち巡り」ボランティアガイド
印　　刷 ： 株式会社アトミ

一般社団法人こだいら観光まちづくり協会
小平市の「観光まちづくり」を推進し、地域活性化を図るために平成 28 年 6月 28日に設立された
組織です。

〒 187-0043　東京都小平市学園東町 1-16-1
電話：042-312-3954
メール : info@kodaira-tourism.com

フラッと NAVI 小平 検索

市内の様子や魅力的な
情報を発信しています！
ぜひフォローして、最新情
報をチェックしてください。
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新宿
西武新宿

国分寺

高田馬場

池袋
西武池袋線

JR 山手線

JR 中央線

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル 西

武
多
摩
湖
線

西
武
国
分
寺
線

西武新宿線

西武拝島線

JR 武蔵野線

一橋学園
花小金井

小平

鷹の台

小川

東村山

新小平東大和市

玉川上水

上北台

立川北
恋ヶ窪

青梅街道

萩山
八坂

西国分寺国立 武蔵小金井立川

秋津

所沢

西武園
西武園

ゆうえんち

多摩湖
西武球場前

武蔵大和

新秋津

●花小金井駅・小平駅 西武新宿線（所沢方面）
●新小平駅 JR中央線西国分寺駅より JR 武蔵野線にのりかえ（東京・南船橋方面）
●小川駅・鷹の台駅 JR中央線国分寺駅より西武国分寺線にのりかえ（東村山方面）
●一橋学園駅・青梅街道駅 JR中央線国分寺駅より西武多摩湖線にのりかえ（萩山方面）
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施設名 住所 問い合わせ 掲載ページ

平櫛田中彫刻美術館 学園西町 1-7-5 042-341-0098 P.10

東京都薬用植物園 中島町 21-1 042-341-0344 P.15、P.35

小平ファーマーズ・マーケット「ムーちゃん広場」 小川町 2-1827 042-348-7244 P.19、P.21

小平ふるさと村 天神町 3-9-1 042-345-8155 P20、P.22

ガスミュージアム 大沼町 4-31-25 042-342-1715 P.11、P.34

多摩六都科学館 西東京市芝久保町 5-10-64 042-469-6100 P.34

Bridgestone Innovation Gallery 小川東町３-１－１ 042-342-6363 P.34

小平市ふれあい下水道館 上水本町 1-25-31 042-326-7411 P.34

江戸東京たてもの園 小金井市桜町 3-7-1 042-388-3300 P.32

鈴木遺跡資料館 鈴木町 1-487-1 042-323-2233 P.32

フラッとNAVI 小平にこないか？
施設の連絡先

小平へのアクセス 東京都心から電車で約30分！

こだいら観光
まちづくり協会

SNS

最新イベント情報や、小平市内の観光情報が盛りだくさん！

Twitter instagram

「petitina(プチーナ )」は、小平のキャッ
チフレーズ「都会から一番近い プチ
田舎」をもじったフランス語風の造語。
季節ごとの小平市が見せる姿を、素敵
に切り出してお送りします。

petitinaシリーズ
小平のさまざまなスポットを小平市
民の皆さまに巡ってもらいました。
全６本、さまざまな小平の魅力を知る
ことができます。

めぐりん小平シリーズ
小平ふるさと村や、平櫛田中彫 刻美
術館などを、実際にいるかのように
360 度見渡すことができる VR 動画
コンテンツです。

360度VR動画シリーズ

こだいら観光まちづくり協会
公式YouTubeチャンネル

こだいら観光まちづくり協会のYouTubeチャンネルでは、
小平の魅力がぎっしり詰まった動画コンテンツを配信中！

発行年月 ： 2021年 3月
発　　行 ： 一般社団法人こだいら観光まちづくり協会
企　　画 ： 株式会社アトミ／西中デザイン事務所
編　　集 ： 棚橋早苗　デザイン：西中 賢
編集補助 ： 稲口俊太、柴田 光

イラスト ： 菅野 恵
写　　真 ： こだフォト部／ 稲口俊太　他、個別に記載
協　　力 ： 小平「まち巡り」ボランティアガイド
印　　刷 ： 株式会社アトミ

一般社団法人こだいら観光まちづくり協会
小平市の「観光まちづくり」を推進し、地域活性化を図るために平成 28 年 6月 28日に設立された
組織です。

〒 187-0043　東京都小平市学園東町 1-16-1
電話：042-312-3954
メール : info@kodaira-tourism.com

フラッと NAVI 小平 検索

市内の様子や魅力的な
情報を発信しています！
ぜひフォローして、最新情
報をチェックしてください。
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